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令和３年和束町予算特別委員会 

 

○議長（小西 啓君） 

 皆さん、おはようございます。本日は、予算特別委員会にご参集いただき、ご苦労

さまです。 

 初めての予算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の岡田 勇委員に臨時委員長をお願いいたします。委員長と交代いたします。 

○臨時委員長（岡田 勇君） 

 年長の故をもちまして、私が臨時委員長の職務を行います。 

 ご協力のほどお願いをいたします。 

 ただいまから、予算特別委員会を開会いたします。 

 これより、予算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、私、岡田 勇を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがいまして、私、岡田 勇が委員長に当選いたしました。 

 ただいまから委員長に当選しました私が委員長就任のご挨拶をいたします。 

 本来、演題にて挨拶をさせていただかなければなりませんが、腰の治療中であり、

移動にも困難を来すため、委員長席から失礼をいたします。ご協力のほどよろしくお
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願いいたします。 

 予算特別委員会、委員長就任に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいまは皆様方のご推挙によりまして予算特別委員長という大役をお受けするこ

とになりました。皆様のご協力を得まして一生懸命務めてまいります。よろしくお願

いを申し上げます。 

 さて、令和３年度の予算につきましては、４月の町長選挙を控えての骨格予算、総

額５３億６７０万円の予算編成となっております。委員の皆様におかれましては、こ

の１年間の事業内容について、住民の目線に立ち、活発に質疑を行っていただきたい

と思います。また、町長はじめ職員の皆様方におかれましても、明快なる答弁をお願

いいたします。 

 ２日間、スムーズな審議になりますようお願いを申し上げまして、就任に当たりま

してのご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に岡田泰正委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、岡田泰正委員が副委員長に当選されました。 

 岡田泰正委員に、この旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された議案第１号から議案第７号まで、令和３年度和束町一般会計

予算及び和束町各特別会計予算を一括議題といたします。 

 提案理由については施政方針を本会議で述べられましたので、副町長及び担当課長
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から議案についての説明を求めます。 

 なお、説明に当たっては、議案書は款のみの数字にとどめ、事項別明細書について

は特に重要なもののみとし、簡単明瞭に願います。 

 それでは、副町長から順次説明願います。 

 副町長。 

○副町長（奥田 右君） 

 皆さん、おはようございます。 

 ２日間よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうから、令和３年度当初予算の概要と主要事項説明書に基づきま

して、若干ご説明させていただきたいと思います。 

 資料Ｎｏ.１をよろしくお願いしたいと思います。 

 まず、１ページでございます。 

 会計別の予算総括についてご説明を申し上げます。 

 一般会計につきましては、令和３年度予算につきまして３３億１,５５０万円とな

っております。比較増減額で２,２９０万円、伸び率として０.７％となっております。

これにつきましては、継続事業でございます国土強靱化に伴います祝橋、また石寺橋

等町道整備を含めまして、インフラ整備に伴います増額となっております。 

 次に、特別会計でございます。 

 全体で１９億９,１２０万円となっております。比較増減額としまして１,８９８万

円、伸び率として１.０％となっております。その中で、特に国民健康保険特別会計

でございます。７億１,０９０万円、△８,４１０万円、△１０.６％ということで、

これにつきましては、保険税率の見直しによる減額でございます。 

 また、事業勘定につきましては６億１ ,０２０万円、△７,９８０万円、△１１.

６％となっております。 

 あと、直診勘定につきましては１億７０万円、△４３０万円、△４．１％の減とい
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うことで、これにつきましては、職員の退職に伴いますマイナスとなっております。 

 あと、簡易水道事業特別会計でございます。１億９,７６０万円、４,０９０万円、

２６.１％の伸びとなっております。これにつきましては、町道整備等配管の布設替

等に伴います増額となっております。 

 また、下水道事業特別会計につきましては２億８,２４０万円、１,２８０万円の増

ということで、４.７％の伸びとなっております。これにつきましては、祝橋架替工

事に伴います下水道等の配管等の布設替によります工事の費用の増額となっておりま

す。 

 次に、介護保険特別会計です。７億１,８００万円、５,０８０万円、７.６％の伸

びとなっております。その中の保険事業勘定ですけれども、７億１,１１０万円、５,

０７０万円の増、伸び率としましては７．７％の伸びとなっております。これにつき

ましては保険給付費の増額ということで、特に施設給付費の伸びとなっております。 

 最後に、後期高齢者医療特別会計でございます。７,７５０万円、△１３０万円、

△１．６％の減となっております。これにつきましては、後期高齢者医療の連合の負

担金の減でございます。 

 令和３年度の一般会計・特別会計を合計しまして５３億６７０万円でございます。

比較増減で４,１８８万円の増、伸び率としましては、全体で０.８％となっておりま

す。 

 次に、めくっていただきまして、２ページでございます。 

 一般会計予算の歳入歳出の内訳でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 主なもののみご説明申し上げたいと思います。 

 １款町税でございます。３億４,４４７万８,０００円、増減で△２,４４０万円、

△６.６％の減となっております。これにつきましては町民税、個人の所得割の減、

１,８９７万６,０００円、あと、固定資産税ですけれども、これにも減額となってお
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ります。これの要因としましては、固定資産税につきましては、評価替えとコロナに

関係します特例措置に伴う減でございます。 

 次に、６款法人事業税交付金でございます。１７１万１,０００円ということで、

１００万４,０００円の増、伸び率としましては１４２％の伸びとなっております。

これにつきましては、法人事業税の一部を都道府県から市町村への交付が変わった関

係でございます。 

 あと、１１款地方交付税でございます。１６億９,２３７万６,０００円、増減で１

億２５０万３,０００円、６.４％の伸びでございます。これにつきましては、地域デ

ジタル社会の推進費の創設、また、過疎債の償還額の増が主な要因でございます。 

 次に、１５款国庫支出金でございます。４億１７６万２,０００円、１億７,６５４

万円、７８.４％の伸びとなっております。これにつきましては、道路局所管の祝橋、

石寺橋、また、社会資本整備総合交付金で行います撰原下島線、舟尾八王寺線のハー

ド事業の伸びが主な要因となっております。 

 次に、１６款府支出金でございます。１億６,２０２万円でございます。１,２０３

万９,０００円、８.０％の伸びとなっております。これにつきましては、衆議院議員

総選挙の委託金並びに京都地域連携交付金の増が主な要因となっております。  

 次に、１９款繰入金でございます。７,３６３万１,０００円、減額の１億７,７９

６万３,０００円でございます。これにつきましては、財政調整基金の繰入れの減額

が主な要因でございます。 

 ２１款諸収入でございます。２,１８８万９,０００円、△１,７０４万１,０００円

の減、△４３.８％の減となっております。これにつきましては、雇用促進協議会事

務費の負担金、これは立替え分を行っておりましたが、今回終了するということと、

あと、地域総合整備資金の貸付元金の収入の減額でございます。これが主な要因でご

ざいます。 

 ２２款町債でございます。３億７,４５０万円、△５,８９０万円、△１３.６％の
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減となっております。これにつきましては、体験交流センターの耐震工事の終了と大

谷処理場のハードの終了が主な要因となっております。 

 次に、３ページでございます 

 目的別歳出の主なもののみ説明させていただきたいと思います。 

 まず、２款総務費でございます。５億６,２２２万円でございます。△１億７,６５

２万５,０００円、△２３.９％の減となっております。これにつきましては、先ほど

も触れましたように、体験交流センターの工事の減額が主な要因となっております。 

 次に、４款衛生費でございます。５億６００万３,０００円でございます。△３,９

５９万９,０００円、△７.３％の減となっております。これにつきましては、相楽広

域事務組合の負担金の減額が主な要因でございます。大谷処理場の大規模改修が終わ

ったことによります要因が主な要因でございます。 

 ６款商工費でございます。４,１８１万５,０００円、△３,４１９万４,０００円、

△４５％の減ということになっております。これにつきましては、お茶の駅構想プロ

ジェクト事業の終了と、先ほども触れました雇用促進協議会の減が主な要因となって

おります。 

 ７款土木費でございます。５億４,７２３万８,０００円、２億９,２９１万８,００

０円、１１５.２％の増となっております。先ほども触れましたように、祝橋、また

撰原下島線等のハード事業の増額が主な要因となっております。 

 次に、消防費で１億９,０４６万６,０００円、△２,７９６万５,０００円、△１２.

８％の減となっております。これにつきましては、和束小学校の敷地に設けましたマ

ンホールトイレ事業の終了が主な要因となっております。 

 以上が、目的別歳出のご説明とさせていただきたいと思います。 

 次に、４ページをよろしくお願いしたいと思います。 

 性質別の歳出でございます。主なもののみ説明させていただきたいと思います。 

 まず、人件費でございます。全体で△４５７万５,０００円、０.７％の減となって
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おります。 

 その中の職員給のほうで△７４９万１,０００円、△１.９％の減となっております。

これにつきましては、職員の退職に伴います１名分の減が主な要因でございます。  

 一番下の（６）その他で７２２万４,０００円の増となっております。７.２％の伸

びとなっております。これにつきましては、今年は選挙を控えておりますので、衆議

院、また町長選挙の人件費が主な伸びの要因となっております。 

 ５番目の補助費等でございます。８億１,３５９万３,０００円、△８,５７０万４,

０００円、△９.５％の減となっております。これにつきましては、先ほど触れまし

たように、広域事務組合負担金の減、それと、相楽東部連合の負担金、総務費、また

教育費の減が主な要因となっております。 

 ６番の普通建設事業費でございます。５億２,９１０万９,０００円、１億３,８５

８万４,０００円、３５.５％の伸びとなっております。これにつきましては、（１）

補助事業費で４億４,２８１万１,０００円、２億５,９９５万２,０００円、１４２.

２％の増ということで、これは先ほど触れました祝橋、また撰原下島線のハードの事

業の伸びが大きな要因となっております。 

 あと、単独事業のほうで８,６２９万８,０００円を組んでおります。△１億２,１

３６万８,０００円、△５８.４％ということで、これの要因につきましては、体験交

流センター耐震工事が終わったことが大きな要因でございます。 

 以上が、性質別歳出の説明でございます。 

 次に、５ページにつきましては、当初予算の５年間の推移を示させていただいてお

ります。また、お目通しのほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 次に、６ページをよろしくお願いしたいと思います。 

 一般会計主要事業の説明でございます。 

 六つの協働プログラムによります予算措置をさせていただいております。 

 まず、１番目でございます。和束を担う次世代の人づくりの協働プログラムという
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ことで３億８,９９０万３,０００円を組んでおります。まず、その中身の子育て支援

でございます。１億７,４３０万５,０００円ということで、主なものにつきましては、

保育所の運営事業費で９,１３２万２,０００円、また、子育て支援センターの事業費

で１,３２７万６,０００円、ちょっと飛ばさせていただきまして、児童手当給付事業

で３,０３３万円となっております。 

 次に、７ページでございます。 

 学校教育・社会教育・スポーツ・歴史文化で２億１,１１５万１,０００円を組んで

おります。主な中身ですけれども、相楽東部広域連合の教育部の負担金でございます。

２億４８６万７,０００円が主な中身となっております。 

 交流でございます。４４４万７,０００円ということで、主なものにつきましては、

体験交流センター管理事業２８７万６,０００円が主な事業となっております。 

 次に、２番目の住民が支えあう安心と信頼の協働プログラムでございます。５億３ ,

８４３万４,０００円を組んでおります。主なものにつきましては人権尊重で、主な

中身につきましては、人権ふれあいセンターの運営事業費２,０４７万２,０００円が

主なものでございます。 

 めくっていただきまして、８ページの保健・医療費で１億３,３８３万２,０００円

を組んでおります。主なものにつきましては、国民健康保険特別会計事業勘定繰出金

４,０１３万６,０００円、また、直診勘定繰出金で３,５３１万円、山城病院の負担

金で３,０５０万８,０００円が主なものでございます。今年につきましては、一番下

の新型コロナウイルスワクチン接種事業８６２万３,０００円が新規に組ませていた

だいております。 

 次に、高齢者・障がい者支援事業でございます。３億５,５８６万９,０００円でご

ざいます。主なものとしましては、後期高齢者医療給付事業で６,８１０万４,０００

円、また一番下ですけれども、障害者自立支援給付事業で１億９３万円、次ページを

見ていただきまして、下から五つ目ですけれども、介護保険特別会計事業勘定繰出金



― 9 ― 

で１億６７０万円、また、一つ飛ばしまして、後期高齢者医療特別会計繰出金で２,

７３３万円が主なものとなっております。 

 次ページ、１０ページをよろしくお願いします。 

 地域福祉でございます。２,１７１万２,０００円を組んでおります。主なものとし

ましては、社協職員設置事業費で１,８１２万円が主なものとなっております。 

 次に、地域安全でございます。５１２万２,０００円を組んでおります。主なもの

としましては交通安全対策事業で、同額となっております。 

 次に、３番目の安全で快適な暮らしを実感できる協働プログラムで、全体で５億８,

０２６万３,０００円を組んでおります。 

 その中身としましては、情報のほうで１,００１万８,０００円。主なものとしては、

茶源郷行政情報配信事業でございます。同額を組ませていただいております。 

 次に、１１ページでございます。 

 道路でございます。全体で４億７,４５６万８,０００円を組んでおります。先ほど

も触れましたインフラの整備事業の継続事業が主なものでございます。町道整備事業

で２,０００万円、これは園区線でございます。町道撰原下島線の改良で５,５１３万

円、その下の町道舟尾八王寺橋線改良事業で３,３０４万円、一つ飛ばしまして、祝

橋で２億８,８２０万５,０００円、石寺橋で３,８１２万８,０００円、その下の橋り

ょう長寿命化修繕事業で２,９１５万３,０００円を組ませていただいております。全

て継続事業となっております。 

 あと、その一番下ですけども、公共交通でございます。３,８０９万７,０００円、

１ページめくっていただきまして、主なものとしましては、１２ページ、路線バス対

策事業で３,５００万円を組ませていただいております。 

 次に、住宅でございます、５,０８７万２,０００円。主なものとしましては、住宅

管理事業で９４９万９,０００円、また、共同浴場運営事業で１,３１５万９,０００

円、地域おこし協力隊事業で１,２９１万４,０００円を組ませていただいております。 
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 次に、１３ページをよろしくお願いします。 

 公園・緑地事業でございます。６７０万８,０００円を組んでおります。運動公園

管理事業６５９万円が主なものの事業となっております。 

 次に、４番目の自然を守りともに暮らす協働プログラムでございます。全体で６億

９５２万７,０００円を組んでおります。また、主な内容としましては、防災で２億

２５８万４,０００円を組ませていただいております。主なものとしましては、中部

消防負担金で１億４,８８７万４,０００円、また、非常備消防費のほうで３,０１６

万６,０００円を組んでおります。一番下ですけれども、新規としまして和束保育園

耐震改修設計費で１,３９７万９,０００円を組ませていただいております。 

 次に、次ページ１４ページをよろしくお願いします。 

 河川環境で１,８００万円を組んでおります。主なものとしては、河川浚渫事業１,

０００万円を組まさせていただいております。これが主なものでございます。 

 上下水道で２億２,１５９万８,０００円を組んでおります。主なものとしましては、

簡水の繰出金で６,７１０万１,０００円、下水道繰出金で１億５,０４７万９,０００

円を組ませていただいております。 

 森林保全・治山・治水のほうでございます。７１６万２,０００円を組んでおりま

す。主なものとしましては、森林組合の助成金で２００万円、また、豊かな森を育て

る府民税交付金事業で２０２万２,０００円を組ませていただいております。次ペー

ジで、森林経営管理事業で２０５万５,０００円を組ませていただいております。こ

れが主な事業でございます。 

 次に、環境・循環資源・エネルギーのほうで１億６,０１８万３,０００円を組ませ

ていただいております。主なものとしましては、じん芥処理費で１億２,７６７万１,

０００円、また、し尿処理費のほうで３,０２１万７,０００円組ませていただいてお

ります。これが主な事業でございます。 

 次に、５番目としまして、和束のブランドを高める協働プログラム９,９０１万４,
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０００円を組んでおります。 

 中身としましては、農林業で２,９７１万８,０００円。主なものとしましては、農

業次世代人材投資資金給付事業で７５１万１,０００円を組んでおります。 

 次ページをめくっていただきまして、１６ページでございます。 

 共同製茶等省力化推進事業で４８７万９,０００円、中山間地域等直接支払交付事

業で３８３万１,０００円、農業委員会設置事業で３９０万８,０００円、これが主な

事業でございます。 

 一番下ですけども、商工業で８６９万円を組んでおります。 

 次ページ、１７ページをよろしくお願いします。 

 主なものとしては、商工会助成で５００万円を組ませていただいております。これ

が主な事業でございます。 

 次に、交流産業でございます。３,９６５万３,０００円を組んでおります。主なも

のとしましては、農・観連携コミュニティ創生事業で７００万円、飛ばさせていただ

きまして下から４番目、マウンテンバイクグランド活用促進事業で１,０２６万６,０

００円、下から２番目の交流ステーション（農産物直売所）管理事業で４２８万４,

０００円を組ませていただいております。 

 次に、次ページをよろしくお願いします。１８ページでございます。 

 新たな産業の創出で２,０９５万３,０００円を組んでおります。主な事業としまし

ては、茶源郷和束にぎわい創出プロジェクト事業で１,６３４万８,０００円を組んで

おります。これが主な事業でございます。 

 次に、１９ページをよろしくお願いします。 

 最後になりますけれども、住民・事業者・行政が共に進める協働プログラム１億１ ,

４５３万６,０００円を組んでおります。 

 中身としましては、住民参画のまちづくり事業で３６５万円。主なものとしまして

は、文化的景観調査事業で３００万円を組ませていただいております。これが主な内
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容でございます。 

 次に、情報公開でございます、７０万６,０００円。これにつきましては、文書広

報事業で、同額となっております。 

 次に、行財政・地域経営で８,０２４万３,０００円を組んでおります。主な中身と

しましては、電子計算費で５,１４１万６,０００円、また、戸籍電子化事業で１,０

５２万９,０００円、あと、新規としては衆議院の選挙のほうで７９６万２,０００円、

次ページで、町長選で７２７万７,０００円、個人番号カード交付事業で１３０万円、

また、コンビニ交付サービス事業で１５１万８,０００円、ここら辺が新規事業でご

ざいます。 

 最後に、広域行政で２,９９３万７,０００円を組んでおります。主なものとしまし

ては、相楽東部広域連合負担金で１,９１５万２,０００円が主な事業となっておりま

す。 

 以上、私のほうから説明させていただきました。あとにつきましては各課長のほう

からご説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 おはようございます。 

 私のほうからは、議案第１号、議案第２号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第１号 

令和３年度和束町一般会計予算 

 令和３年度和束町一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３３億１,５５０万円と定める。 
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 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （債務負担行為） 

 第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

 第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表  地方債」

による。 

 （一時借入金） 

 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５億円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                          令 和 ３ 年 ３ 月 ３ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表でございます。 

 委員長のほうからありましたように、款、金額の順に説明を申し上げます。 

 歳入でございます。 

 １款町税、３億４,４４７万８,０００円。 

 ２款地方譲与税、３,２６０万６,０００円。 

 ３款利子割交付金、３２万４,０００円。 
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 ４款配当割交付金、２５６万７,０００円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、１４６万４,０００円。 

 ６款法人事業税交付金、１７１万１,０００円。 

 ７款地方消費税交付金、７,９０３万７,０００円。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１,２１０万９,０００円。 

 ９款環境性能割交付金、３４７万４,０００円。 

 １０款地方特例交付金、４３６万５,０００円。 

 １１款地方交付税、１６億９,２３７万６,０００円。 

 １２款交通安全対策特別交付金、２０万円。 

 １３款分担金及び負担金、７,２７２万８,０００円。 

 １４款使用料及び手数料、２,９０１万４,０００円。 

 １５款国庫支出金、４億１７６万２,０００円。 

 １６款府支出金、１億６,２０２万円。 

 １７款財産収入、２４万４,０００円。 

 １８款寄付金、１,０００円。 

 １９款繰入金、７,３６３万１,０００円。 

 ２０款繰越金、５００万円。 

 ２１款諸収入、２,１８８万９,０００円。 

 ２２款町債、３億７,４５０万円。 

 歳入合計３３億１,５５０万円でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款議会費、５,５３４万４,０００円。 

 ２款総務費、５億６,２２２万円。 

 ３款民生費、７億１,９４９万円。 

 ４款衛生費、５億６００万３,０００円。 
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 ５款農林業費、１億１,５９４万８,０００円。 

 ６款商工費、４,１８１万５,０００円。 

 ７款土木費、５億４,７２３万８,０００円。 

 ８款消防費、１億９,０４６万６,０００円。 

 ９款教育費、２億４８６万７,０００円。 

 １０款災害復旧費、６５３万５,０００円。 

 １１款公債費、３億６,０５６万４,０００円。 

 １２款諸支出金、１万円。 

 １３款予備費、５００万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、第２表 債務負担行為。 

 事項、期間、限度額の順に説明を申し上げます。 

 祝橋整備事業、令和３年度から令和４年度まで、５,０００万円でございます。 

 続いて、第３表 地方債でございます。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順に説明申し上げます。 

 路線バス維持管理事業（過疎対策）、３,５００万円、証書借入れ又は証券発行。

利率：年５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体

金融機構資金等について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利

率）。政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者

と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

又は繰上償還もしくは低利に借り換えすることができる。 

 以降につきましては、起債の方法、利率、償還の方法は同様の内容でございますの

で省略をさせていただきまして、起債の目的、限度額を説明申し上げます。 

 すこやかエンジェル基金積立事業（過疎対策）、６３０万円。 

 和束保育園改修事業（過疎対策）、１,０６０万円。 
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 和保育園耐震事業（緊急防災・減災事業）、３３０万円。 

 橋りょう長寿命化修繕計画策定事業（過疎対策）、４１０万円。 

 町道整備事業（過疎対策）、２,０００万円。 

 橋梁補修事業（過疎対策）、７７０万円。 

 舗装維持管理事業（過疎対策）、２１０万円。 

 祝橋整備事業（過疎対策）、１億６１０万円。 

 石寺橋整備事業（過疎対策）、１,５６０万円。 

 町道撰原下島線拡幅改良事業（過疎対策）、２,３１０万円。 

 町道舟尾八王寺線改良事業（過疎対策）、１,５００万円。 

 河川護岸整備事業（緊急自然災害防止対策）、８００万円。 

 河川浚渫事業（緊急浚渫推進事業）、１,０００万円。 

 小型ポンプ付き積載軽自動車（緊急防災・減災事業）、６００万円。 

 防火水槽設置事業（緊急防災・減災事業）、２６０万円。 

 災害復旧事業、５６０万円。 

 臨時財政対策債、９,３４０万円。 

 計、３億７,４５０万円でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和３年度和束町一般会計予算Ｎｏ.１により

説明を続けさせていただきます。 

 １ページから４ページまでにつきましては、総括ということで、重複しますので、

５ページ以降の説明をさせていただきます。 

 なお、主なもの、また、特に必要なものの説明とさせていただきますので、よろし

くお願いします。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 １款町税、１項町民税、１目個人、本年度予算額１億１,２６２万３,０００円。 
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 これにつきましては、１節現年課税分ということで、１億１,０４２万３,０００円

の予算を計上させていただいております。内訳といたしましては、均等割で５５０万

５,０００円、所得割で１億４９１万８,０００円でございます。 

 同款、同項、２目法人ということで、本年度予算額１,４１８万２,０００円でござ

います。 

 主なものにつきましては、１節現年課税分ということで１,４０８万２,０００円。

内訳といたしまして、均等割で１,２０８万２,０００円、法人税割で２００万円の予

算を計上させていただいております。 

 同款、２項固定資産税、１目固定資産税、本年度予算額１億７,８３３万２,０００

円でございます。 

 主なものといたしまして、１節現年課税分で１億７,４３３万２,０００円。内訳と

いたしまして、土地で４,８２９万３,０００円、家屋で７,１１７万７,０００円、償

却資産で５,４８６万２,０００円の予算を計上させていただいております。 

 同款、３項軽自動車税、２目種別割、２,０１５万１,０００円でございます。 

 主なものといたしまして、１節現年課税分ということで１,９８５万１,０００円の

予算を計上しております。 

 同款、４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税で、本年度予算額１,８００万２,

０００円でございます。 

 これにつきましては、１節現年課税分でございます。 

 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税、１,９８６万１,

０００円の予算を計上させていただいております。 

 １節自動車重量税ということで、同額でございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金で７,９０

３万７,０００円の予算を計上させていただいております。 
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 １節で同様に、地方消費税交付金でございます。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付

金ということで、本年度予算につきましては１,２１０万９,０００円ということでご

ざいます。 

 続いて、９款環境性能割交付金、１項環境性能割交付金、１目環境性能割交付金で

３４７万４,０００円計上をさせていただいております。 

 これは１節環境性能割交付金ということで、自動車取得税交付金に替わる交付金で

ございます。 

 １０款地方特例交付金、２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交

付金、１目新型コロナウイルス感染症対策地方減収補填特別交付金ということで、本

年度予算額２００万を組ませていただいております。 

 これにつきましては、前年に比べまして皆増となっております。これにつきまして

は、事業用固定資産税に係る建物・償却資産の減収分に係る補填の分でございます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、本年度予算額１６億９,２

３７万６,０００円。 

 １節地方交付税で１６億９,２３７万６,０００円。内訳といたしまして、普通交付

税で１５億４,２３７万６,０００円、特別交付税で１億５,０００万円の予算を計上

させていただいております。 

 １３款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金で６,６０５万６,０００

円の予算を計上させていただいております。 

 これにつきましては、１節総務管理費負担金ということで、内訳といたしまして、

相楽東部広域連合職員人件費負担金６,１０５万６,０００円、京都地方税機構派遣職

員人件費負担金で５００万円を計上しております。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使用料で１,０６３万２,０００円
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の予算を計上させていただいております。 

 主なものといたしましては、２節住宅使用料で８１１万４,０００円、このうち町

営住宅使用料現年度分として７１８万２,０００円の予算を計上させていただいてい

るところでございます。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金で８,７７１万４,００

０円の予算を計上しております。 

 主なものといたしまして、１節社会福祉費負担金で６,７０５万円、このうち障害

者自立支援給付費負担金で５,０７５万円を計上しております。 

 また、５４節児童手当国庫負担金で２,０６６万４,０００円、これについては、児

童手当に係る国庫負担金でございます。 

 同款、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金で１,３２４万１,０００円の予算を

計上させていただいております。 

 主なものといたしましては、１節総務管理費補助金ということで、社会資本整備交

付金、地籍調査に係る部分で２５０万円、文化的景観保護推進事業補助金として１５

０万円、また地方創生推進交付金ということで、相楽東部３町村広域連携事業ほかと

いうことで５４５万９,０００円組ませていただいているところでございます。 

 １３ページ、１４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目土木費国庫補助金で２億７,３５２万８,０００円計上させていた

だいております。 

 ３節道路橋りょう費補助金ということで、橋りょう長寿命化修繕計画補助金６３８

万円、社会資本整備総合交付金、道路分で５,２７８万円、道路局所管補助金、橋り

ょうということで、祝橋・石寺橋の整備事業でございますが、２億１,４３６万８,０

００円を計上させていただいております。 

 続いて、１６款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金で６,８２４万１,０
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００円でございます。 

 主なものといたしまして、１節社会福祉費で４,７４７万２,０００円、このうち国

保基盤安定負担金で１,７０７万２,０００円、障害者自立支援給付費負担金として２,

５３７万５,０００円の予算を、また、３節老人福祉費負担金ということで１,５９８

万１,０００円、これにつきましては、後期高齢者医療保険基盤安定負担金でござい

ます。 

 続いて、同款、２項府補助金、１目総務費府補助金で１,１２７万５,０００円を計

上しております。 

 主なものといたしまして、１節総務管理費補助金１,１２２万９,０００円、このう

ち地籍調査事業府補助金で１２５万円、移住促進住宅整備事業費補助金で１８０万円、

スマートワーク・イン・レジデンス事業補助金で１５０万円、きょうと連携交付金と

いうことで、電算に係ります情報ネットワークの関係で５６７万９,０００円を計上

しております。 

 同款、同項、２目民生費府補助金、２,８５４万円でございます。 

 主なものといたしまして、１節社会福祉費補助金で２,０５８万７,０００円、この

うち老人医療給付で３６０万円、重度心身老人健康管理事業費補助金で２８３万９,

０００円、福祉医療給付（障害者）で３３３万１,０００円、隣保館運営等事業費補

助金で６７６万６,０００円の予算を計上しているところでございます。 

 １７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目農林業費府補助金で３,３０２万８,０００円の予算を計上してお

ります。 

 主なものといたしまして、１節農業費補助金で２,９３９万円、このうち農業委員

会等補助金で２７５万６,０００円、共同製茶等省力化推進事業補助金で４４３万５,

０００円、農業次世代人材投資資金で７５０万円、きょうと連携交付金（和束茶を活

かした新産業創出事業）で８１７万４,０００円の予算を計上しております。 
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 同款、３項委託金、１目総務費委託金で１,３２５万３,０００円の予算でございま

す。 

 主なものといたしまして、１節徴税費委託金で個人府民税取扱費委託金４７９万１ ,

０００円、また、３節選挙費委託金で衆議院議員総選挙委託金として７９６万２,０

００円の予算を計上させていただいております。 

 １９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、本年度予算額２,１０

１万３,０００円でございます。 

 これにつきましては、財政調整基金繰入金でございます。 

 同款、同項、２目減債基金繰入金、４,３５７万円。 

 これにつきましても、１節減債基金繰入金ということでございます。 

 ２１ページ、２２ページをお願いいたします。 

 ２１款諸収入、４項雑入、１目雑入で本年度予算額２,０７１万８,０００円でござ

います。 

 主なものといたしまして、１節消防団員等退職報償金受入金で４７０万円、このう

ち退職報償金が４５０万円、また２節雑入ということで１,６０１万８,０００円、こ

のうちごみ袋代で３９９万５,０００円、京都市市町村振興協会市町村等交付金で４

１３万１,０００円、体験交流センター施設使用負担金で１９６万８,０００円が主な

ものでございます。 

 ２３ページ、２４ページをお願いいたします。 

 ２２款町債、１項町債、１目地方債、３,５００万円の予算額でございます。 

 これにつきましては、１節総務管理債ということで、過疎対策事業債（路線バス維

持管理）に係る部分でございます。 

 同款、同項、２目民生債、予算額が２,０２０万円。 

 これにつきましては、２節児童福祉債ということで２,０２０万円。内訳といたし
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まして、過疎対策事業債（すこやかエンジェル基金積立金）６３０万円、過疎対策事

業債の保育園改修事業１,０６０万円、緊急防災・減災事業債（和束保育園耐震事業）

に係る部分で３３０万円の計上でございます。 

 同款、同項、６目土木債で２億１,１７０万円の予算を計上させていただいており

ます。 

 内訳といたしまして、１節道路橋りょう債で１億９,３７０万円、このうち主なも

ので過疎対策事業債（町道整備事業）２,０００万円、過疎対策事業債（祝橋整備事

業）１億６１０万円、過疎対策事業債（石寺橋整備事業）１,５６０万円、過疎対策

事業債（町道撰原下島線拡幅改良事業）２,３１０万円、過疎対策事業債（町道舟尾

八王寺線改良事業）１,５００万円。 

 ２節河川債で１,８００円。この内訳につきましては、緊急自然災害防止対策事業

債（河川護岸整備事業）ということで８００万円、緊急浚渫推進事業債で１,０００

万円の予算を計上させていただいております。 

 同款、同項、１０目臨時財政対策債、９,３４０万円を計上しております。 

 これにつきましては、１節臨時財政対策債でございます。 

 ２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから１０時４０分まで休憩します。 

休憩（午前１０時２７分～午前１０時４０分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、説明を続けさせていただきます。 
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 ２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 次に、歳出でございます。 

 歳出につきましても、主なものの説明とさせていただきますので、よろしくお願い

します。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費、本年度予算額５,５３４万４,０００円。 

 主なものといたしまして、１節報酬ということで議員報酬２,１００万円、また、

職員人件費等でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目総務管理費で３億５,８６５万６,０００円の予

算を計上させていただいております。 

 主なものにつきましては、職員人件費並びに１０節需用費で１,１９２万９,０００

円、このうち庁舎の光熱水費で６６１万２,０００円、また、１２節委託料で２,５５

６万９,０００円。主なものにつきましては、定期清掃・宿日直業務委託料４６９万

円、和束町例規集編集委託料２８０万５,０００円、電算ネットワーク保守委託料６

５３万９,０００円、電算仮想化基盤更新業務委託料２２０万円。 

 ３１ページ、３２ページをお願いいたします。 

 １７節備品購入費で１,３６２万４,０００円、このうち総合行政情報ネットワーク

機器ということで９５９万５,０００円、またライセンス購入費で３９５万４,０００

円を計上させていただいております。 

 １８節負担金補助及び交付金で４,０７７万４,０００円、このうち主なものといた

しまして、京都府町村会情報センター負担金１,８７４万１,０００円、相楽東部広域

連合負担金１,８６０万６,０００円でございます。 

 同款、同項、２目企画費で４,２１７万１,０００円の予算を計上させていただいて

おります。 

 主なものにつきましては、１節報酬ということで、地域おこし協力隊３名の報酬７

６２万１,０００円。 
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 また、３３ページ、３４ページでございますが、１２節委託料１,１４０万円、こ

のうち地域おこし協力隊まちづくり事業委託料２４０万円、スマートワーク・イン・

レジデンス事業委託料３００万円、和束町文化的景観調査研究委託料２５０万円、移

住・定住促進委託料２５０万円でございます。 

 また、１８節負担金補助及び交付金で１,５９８万円。主なものといたしまして、

和束町地域力推進協議会負担金で２４８万円、移住促進住宅整備事業補助金で５４０

万円、地域おこし協力隊起業支援補助金で１００万円、わくわく地方生活実現移住支

援金で２００万円、ふるさとイベント促進事業補助金で１５０万円の予算を計上させ

ていただいております。 

 同款、同項、３目文書広報費で１,５６３万２,０００円の予算を計上しております。 

 主なものといたしましては、職員人件費並びに３７ページ、３８ページでございま

すが、１２節委託料で４９７万７,０００円、このうち茶源郷行政情報配信システム

保守業務委託料で３６２万５,０００円。 

 また、１３節使用料及び賃借料で２９４万５,０００円。茶源郷行政情報配信シス

テムのサーバー使用料でございます。 

 同款、同項、４目活性化対策費で本年度予算額１,１０３万７,０００円でございま

す。 

 主なものといたしまして、１０節需用費で４４８万円、このうち運動公園、体験交

流センターに係ります光熱水費で４２０万円、１２節委託料で６１８万７,０００円、

このうち和束運動公園美化事業委託料で４８０万円の予算を計上させていただいてお

ります。 

 少しページ飛びます。４１ページ、４２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１２目交通対策費で３,８３６万７,０００円の予算を計上させていた

だいております。 

 主なものにつきましては、１８節負担金補助及び交付金で３,７２９万７,０００円、



― 25 ― 

その内訳といたしまして、路線バス運行維持補助金で３,５００万円、ＪＲ関西本線

沿線地域公共交通活性化協議会負担金で２１３万５,０００円の予算を計上させてい

ただいているところでございます。 

 同款、２項徴税費、１目税務総務費で２,９８７万２,０００円の予算を計上させて

いただいております。 

 主なものといたしまして、職員人件費並びに４３ページ、４４ページでございます

が、１８節負担金補助及び交付金ということで５９９万２,０００円、このうち京都

地方税機構負担金で５８４万５,０００円の予算を計上させていただいております。 

 ４５ページ、４６ページをお願いいたします。 

 同款、３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費で１,２２０万５,０００円の予算

を計上させていただいております。 

 主なものといたしまして、職員人件費並びに１３節使用料及び賃借料で１３３万７ ,

０００円、印刷機等のリース料で６１万円、コンビニ交付利用料で７２万６,０００

円。 

 また、１８節負担金補助及び交付金で１７３万４,０００円、京都府町村会情報セ

ンター負担金が７９万２,０００円、地方公共団体情報システム機構負担金で９３万

２,０００円を計上しております。 

 同款、同項、４目戸籍電算化事業費で１,０５２万９,０００円の予算を計上してお

ります。 

 主なものといたしまして、１２節委託料で４９７万１,０００円。内訳といたしま

しては、戸籍システムクラウド移行委託料で１７１万９,０００円、平成改製原附票

電算化委託料で２４２万円、めくっていただきまして、１３節使用料及び賃借料で５

５５万８,０００円、戸籍クラウド利用料でございます。 

 同款、４項、４目衆議院議員総選挙費で７９６万２,０００円の予算を計上させて

いただいております。 
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 主なものにつきましては、投票管理者・開票事務従事者等の報酬３３５万９,００

０円、また、需用費で１３９万３,０００円の予算を計上しているところでございま

す。 

 ４９ページ、５０ページをお願いいたします。 

 同款、同項、７目町長選挙費で７２７万７,０００円の予算を計上させていただい

ております。 

 これにつきましても、衆議院議員選挙費と同様に、１節報酬ということで２７７万

４,０００円、投票管理者等報酬、開投票事務従事者報酬、また需用費等で８６万９,

０００円で、あと、１８節負担金補助及び交付金ということで、今回の選挙から選挙

に係る公費負担というのが始まります。その関係の予算２１２万６,０００円を計上

させていただいているところでございます。 

 ５１ページ、５２ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で２億６,２７７万１,０００円

の予算を計上しております。 

 主なものといたしまして、職員人件費並びに５５ページ、５６ページをお願いした

いんですが、１８節負担金補助及び交付金ということで２,２６５万８,０００円、こ

のうち民生委員活動費補助金が１７９万３,０００円、社協職員設置補助金で１,８１

２万円、地域健康福祉活動推進事業補助金として１７０万円でございます。 

 １９節扶助費では１億２,５６２万円を。内訳といたしまして、福祉医療（障害者）

で６９０万円、重度心身障害老人健康管理で５６４万円、障害者自立支援で１億６０

万円、めくっていただきまして、２７節繰出金ということで、国保基盤安定等繰出金

４,０１３万６,０００円を計上させていただいているところでございます。 

 同款、同項、３目老人福祉費で２億２,９１７万３,０００円の予算を計上しており

ます。 

 主なものといたしまして、１８節負担金補助及び交付金で７,３５６万円、このう
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ち後期高齢者療養給付費負担金が６,８１０万４,０００円、山城病院組合負担金（介

護老人保健施設事業）に係る分で４１８万８,０００円、おめくりいただきまして、

１９節扶助費で１,０８９万６,０００円、このうち老人医療で５４０万円、老人福祉

施設措置費で５４０万円を計上しております。 

 また、２７節繰出金で１億３,７５７万円。内訳といたしまして、介護保険事業勘

定繰出金１億６７０万円、介護保険サービス事業勘定繰出金３５４万円、後期高齢者

医療特別会計繰出金２,７３３万円を計上させていただいております。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費で２,０４７万２,０００円の予算を計上

しております。 

 主な支出といたしまして、職員人件費でございます。 

 ６３ページ、６４ページをお願いいたします。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で５,７２５万５,０００円の予算を計

上しております。 

 主なものといたしまして、職員人件費、６５ページ、６６ページでございますが、

１９節扶助費で４,０９８万円。内訳といたしまして、子育て支援医療京都府分で２

６４万円、子育て支援医療町単独分で６３０万円、児童手当で３,０２４万円を計上

しております。 

 また、２４節積立金で６３０万１,０００円を。これにつきましては、すこやかエ

ンジェル基金の積立金でございます。 

 同款、同項、３目保育所費で１億５８５万１,０００円の予算を計上しております。 

 主なものといたしまして、職員人件費、６７ページ、６８ページでございますが、

需用費で１,２４６万１,０００円、主なものが光熱水費で３２７万４,０００円、賄

材料費で６７８万円。 

 また、１２節委託料で１,６６１万１,０００円、主なものが和束保育園耐震補強及

び改修工事設計業務委託料１,３９７万９,０００円を計上させていただいております。 
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 ６９ページ、７０ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目いきいきいきいきこども館費で９３８万５,０００円。 

 主なものにつきましては、１節報酬ということで、会計年度任用職員に係ります報

酬等でございます。 

 ７１ページ、７２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、５目放課後児童対策費で８２５万円。 

 主なものといたしまして、これにつきましても１節報酬ということで、会計年度任

用職員に係ります報酬等でございます。 

 同款、同項、６目子育て支援事業費１,３２７万６,０００円を計上させていただい

ております。 

 これにつきましても、子育て支援センターに係ります職員人件費が主な支出となっ

ておるところでございます。 

 ７３ページ、７４ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費で７,８７１万７,０００円。 

 主なものといたしまして、職員人件費並びに１８節負担金補助及び交付金で３,２

４５万８,０００円、このうち山城病院組合負担金で３,０５０万８,０００円、相楽

郡広域事務組合分担金（休日応急診療所）分で１９３万２,０００円の予算を計上さ

せていただいております。 

 また、２７節繰出金で３,５３１万円を。これにつきましては、国保直診勘定の繰

出金でございます。 

 次に、同款、同項の２目予防費で２,７８７万８,０００円の予算を計上しておりま

す。 

 主なものにつきましては、７節報償費ということで６５４万３,０００円、このう

ち４月から接種開始予定の新型コロナウイルスワクチンの接種等の医師・看護師に係

る謝金で６２１万８,０００円。 
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 また、７５ページ、７６ページでございますが、１２節委託料で１,８７１万８,０

００円、がん診査等健診委託料が８２３万円、予防接種等委託料で８５０万円、コロ

ナワクチン接種委託料で１３１万７,０００円が主なものでございます。 

 続いて、７７ページ、７８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目環境衛生費で２億２,０５３万５,０００円の予算を計上させてい

ただいております。 

 主なものといたしまして、２７節繰出金２億１,７５８万円、このうち下水道事業

特別会計繰出金で１億５,０４７万９,０００円、簡易水道事業特別会計繰出金で６,

７１０万１,０００円。 

 同款、同項、５目共同浴場費で１,３１５万９,０００円の予算を計上しております。 

 主なものにつきましては、１０節需用費７２１万５,０００円、このうち燃料費で

３１０万５,０００円、光熱水費で３４６万円、１２節委託料ということで５６０万

６,０００円、共同浴場管理業務委託料５１３万７,０００円が主なものでございます。 

 同款、２項清掃費、１目じん芥処理費で１億２,７６７万１,０００円の予算を計上

しております。 

 主なものにつきましては、１８節負担金補助及び交付金で１億２,６６７万７,００

０円。これにつきましては、相楽東部広域連合負担金となっているところでございま

す。 

 同款、同項、２目し尿処理費で３,４２３万５,０００円の予算を計上しております。 

 主なものにつきましては、１８節負担金補助及び交付金ということで３,３８８万

１,０００円、相楽郡広域事務組合分担金２,０６７万６,０００円、同じく、相楽郡

広域事務組合負担金（し尿券）分ということで９２１万８,０００円の予算を計上し

ているところでございます。 

 ８１ページ、８２ページをお願いします。 

 ５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費で３,６９６万９,０００円の予算を計
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上しております。 

 主なものにつきましては、職員人件費でございます。 

 同款、同項、３目農業振興費で３,１６７万９,０００円。 

 主なものにつきましては、１２節委託料１,６３４万８,０００円、和束茶を活かし

た新産業創出事業委託料。 

 また、１８節負担金補助及び交付金で１,４５４万６,０００円。内訳につきまして

は、中山間地域等直接支払補助金で３７３万円、環境保全型農業直接支払交付金で１

７０万４,０００円、農業次世代人材投資資金給付事業負担金で７５０万円の予算を

計上しているところでございます。 

 同款、同項、４目茶業振興費で１,０７５万６,０００円でございます。 

 主なものといたしまして、１８節負担金補助及び交付金で１,０３１万９,０００円、

このうち出品茶推進委員会補助金が２００万円、地域ブランド育成支援事業補助金で

１５０万円、茶園環境改善事業補助金で１７６万円、共同製茶等省力化推進事業補助

金で４８７万９,０００円を計上させていただいております。 

 ８７ページ、８８ページをお願いいたします。 

 同款、２項林業費、２目林業振興費で１,７９３万２,０００円の予算を計上してお

ります。 

 主なものといたしまして、１２節委託料１,０７０万１,０００円、このうち松くい

虫防除委託料が２１２万６,０００円、森林経営管理事業業務委託料２０２万円、豊

かな森を育てる府民税交付金事業委託料で２０２万２,０００円を計上させていただ

いております。 

 また、２４節積立金ということで５６８万１,０００円を。これにつきましては、

豊かな森を育てる基金積立金ということで計上しております。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で１,０８２万５,０００円を計上させて

いただいております。 
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 主なものといたしましては、８９ページ、９０ページでございますが、１８節負担

金補助及び交付金で１,０６５万２,０００円、このうち相楽郡広域事務組合分担金、

相楽消費生活センターに係る部分でございますが、１７６万２,０００円、商工会助

成金で５００万円、和束町雇用促進協議会負担金で３６９万円を計上させていただい

ております。 

 同款、同項、２目観光費で本年度予算額３,０９９万円を計上しております。 

 主なものといたしまして、１２節委託料２,１８０万２,０００円、このうちマウン

テンバイク推進事業委託料が５５１万１,０００円、観光案内所管理運営委託料で４

４９万６,０００円、マウンテンバイクランド指定管理委託料で３３５万２,０００円、

グリーンスローモビリティ運行対応委託料で１１４万３,０００円、農・観連携コミ

ュニティ創生事業委託料で７００万円を計上させていただいております。 

 また、１８節負担金補助及び交付金で４８２万円、この内訳といたしまして、お茶

の京都ＤＭＯ負担金１５１万円、ワールドマスターズゲームズ和束町実行委員会負担

金１１４万円が主なものでございます。 

 ９１ページ、９２ページでございますが、７款土木費、１項土木管理費、１目土木

総務費で４,４９６万４,０００円の本年度予算額でございます。 

 これにつきましては、主なものにつきましては、職員人件費となっているところで

ございます。 

 ９３ページ、９４ページでございますが、同款、２項道路橋りょう費、３目道路新

設改良費で４億６,８７１万９,０００円の予算を計上させていただいております。 

 主なものといたしまして、１２節委託料８,４００万円、橋りょう点検調査業務委

託料で１,１００万円、祝橋・石寺橋に係ります測量設計業務委託料で７,３００万円。 

 ９５ページ、９６ページでございますが、１４節工事請負費で３億１,３００万円、

これにつきましては、祝橋・石寺橋、また町道整備事業等の工事請負費でございます。 

 ２１節補償補填及び賠償金で７,１００万円。これにつきましては、祝橋の整備事
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業、また舟尾八王子線の事業に係る補償金でございます。 

 同款、３項河川費、１目河川総務費で１,００８万５,０００円の予算を計上してお

ります。 

 主なものといたしまして、１２節委託料で２００万円、測量設計業務委託料、また、

１４節工事請負費で８００万円でございます。 

 同款、同項、２目河川改修費で８０５万円の予算を計上していまして、主なものに

つきましては、１４節工事請負費８００万円でございます。 

 続きまして、９７ページ、９８ページをお願いいたします。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費で１億４,８８８万４,０００円の予算を

計上させていただいております。 

 主なものにつきましては、１８節負担金補助及び交付金ということで、１億４,８

８７万４,０００円を。相楽中部消防組合負担金でございます。 

 また、同款、同項、２目非常備消防費で３,０１６万６,０００円の予算を計上して

おります。 

 主な支出といたしまして、１節報酬ということで４７４万７,０００円、消防団員

の報酬で４７０万１,０００円、また、７節報償費で４８３万５,０００円、このうち

退職報償金が４５０万円、また、めくっていただきまして、１７節備品購入費で６３

５万円、これにつきましては、小型動力ポンプ付き積載軽自動車の購入ということで

６００万円でございます。 

 また、１８節負担金補助及び交付金で８３３万６,０００円、このうち公務災害補

償等共済掛金で５８５万８,０００円、消防団運営経費補助金で２１９万７,０００円

を計上させていただいているところでございます。 

 続いて、９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費で２億４８６万７,００

０円の予算を計上いたしております。 

 これにつきましては、１８節負担金補助及び交付金ということで、相楽東部広域連
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合負担金でございます。 

 １０１ページ、１０２ページをお願いいたします。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金、本年度予算額が３億４,９９０万円でござ

います。 

 ２２節償還金利子及び割引料ということで同額でございまして、町債償還元金でご

ざいます。 

 また、同款、同項、２目利子ということで１,０６６万４,０００円。 

 これにつきましても、２２節償還金利子及び割引料ということで、内訳といたしま

して、町債償還利子で１,０１６万４,０００円、一時借入金利子で５０万円の予算を

計上させていただいているところでございます。 

 １０５ページ、１０８ページにつきましては給与費明細となっておりますので、後

ほどお目通しをいただきたいと思います。 

 続きまして、１０９ページをお願いいたします。 

 債務負担行為で令和４年度以降にわたるものについての令和２年度末までの支出額

又は支出額の見込み及び令和３年度以降の支出予定額等に関する調書でございます。 

 事項、限度額、令和２年度末までの支出（見込）額、期間、金額、令和３年度以降

の支出予定額、期間、金額の順に説明をさせていただきます。 

 祝橋整備事業、限度額５,０００万円でございます。令和２年度末までの支出額に

つきましてはございません。令和３年度以降の支出予定額でございますが、令和３年

度から令和４年度までということで５,０００万円を予定しております。 

 また、戸籍システムクラウド化事業につきましては限度額が３,５９６万５,０００

円、令和元年度から令和２年度までの支出額が７４４万１,０００円、令和３年度か

ら令和６年度まで２,８５２万４,０００円の支出を予定しているところでございます。 

 続きまして、１１０ページでございます。 

 地方債の令和元年度末における現在高並びに令和２年度末及び令和３年度末におけ
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る現在高の見込みに関する調書でございます。 

 区分、令和元年度末現在高、令和２年度末現在高見込額、令和３年度中増減見込、

令和３年度中起債見込額、令和３年度中元金償還見込額、令和３年度末現在高見込額

の順に説明をいたします。 

 区分、まず、１．普通債でございます。２２億９,８６９万４,０００円、２３億８,

８１８万６,０００円、２億７,５５０万円、２億３,８３２万３,０００円、２４億２,

５３６万３,０００円。 

 続きまして、２の災害復旧債でございます。１億３,５８７万４,０００円、１億３,

３７５万６,０００円、５６０万円、２,１２１万円、１億１,８１４万６,０００円。 

 ３．その他でございます。１１億２,１５４万５,０００円、１１億１０６万７,０

００円、９,３４０万円、９,０３６万７,０００円、１１億４１０万円。 

 合計でございます。令和元年度末現在高が３５億５,６１１万３,０００円、３６億

２,３００万９,０００円、３億７,４５０万円、３億４,９９０万円、令和３年度末現

在高見込額が３６億４,７６０万９,０００円でございます。 

 続きまして、議案第２号 和束町湯船財産区特別会計予算につきまして説明を続け

させていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第２号 

令和３年度和束町湯船財産区特別会計予算 

 令和３年度和束町湯船財産区特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４８０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                          令 和 ３ 年 ３ 月 ３ 日 提 出 
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                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算の歳入でございます。 

 款、金額の順に説明を申し上げます。 

 １款財産収入、１,０００円。 

 ３款繰入金、４０５万円。 

 ４款繰越金、５０万円。 

 ５款諸収入、２４万９,０００円。 

 歳入合計、４８０万円でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款管理会費、１４万８,０００円。 

 ２款総務費、４４５万２,０００円。 

 ４款予備費、２０万円。 

 歳出合計につきましては、歳入と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和３年度和束町湯船財産区特別会計予算Ｎｏ.

２により説明を続けさせていただきます。 

 １ページから４ページまでにつきましては、総括ということで議案書と重複します

ので省略をさせていただきまして、５ページ、６ページから説明をさせていただきま

す。 

 こちらにつきましても、主なものの説明とさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、本年度予算額４０５万円

でございます。 

 １節財政調整基金からの繰入れでございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で、本年度予算額５０万円でございます。 

 １節の前年度繰越金でございます。 
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 続いて、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 次に、湯船財産区の歳出でございます。 

 １款管理会費、１項管理会費、１目管理会費で本年度予算１４万８,０００円とい

うことで、主なものにつきましては、報酬、また交際費等でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で、本年度予算額が３５４万２,０

００円。 

 主なものにつきましては、職員人件費となっているところでございます。 

 同款、同項、２目財産管理費で９１万円の予算を計上しております。 

 主なものにつきましては、１２節委託料ということで５３万６,０００円、山林保

育委託料でございます。 

 １１ページ以降につきましては給与費明細を載せさせていただいておりますので、

またお目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 私のほうからの説明は以上とさせていただきます。 

 ほかの特別会計につきましては、担当課長より説明申し上げますので、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 おはようございます。 

 それでは、私のほうから、議案第３号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第３号 

令和３年度和束町国民健康保険特別会計予算 

 令和３年度和束町国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 
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 第１条 事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億１,０２０万円、

直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億７０万円と

定める。 

 ２ 事業勘定及び直営診療施設勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、事業勘定及び直営診療施設勘定それぞれ５,０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                          令 和 ３ 年 ３ 月 ３ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 歳入歳出それぞれ款及び金額の説明とさせていただきます。 

 １款国民健康保険税、９,８２３万６,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１０万円。 

 ４款府支出金、４億６,５０３万８,０００円。 

 ５款財産収入、１,０００円。 

 ６款繰入金、４,６４２万円。 

 ７款繰越金、１,０００円。 

 ８款諸収入、４０万４,０００円。 

 歳入合計、６億１,０２０万円。 
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 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、３０３万５,０００円。 

 ２款保険給付費、４億４,２２２万５,０００円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億４,７５３万２,０００円。 

 ４款共同事業拠出金、１,０００円。 

 ６款保健事業費、１,１９６万５,０００円。 

 ７款基金積立金、１,０００円。 

 めくっていただきまして、８款公債費、３万円。 

 ９款諸支出金、４１万１,０００円。 

 １０款予備費、５００万円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.３ 予算に関する説明書により説明をさせていただきます。 

 １ページから４ページの総括は議案書と重複しますので、説明を省略させていただ

きます。 

 また、説明は主なもののみとさせていただきます。 

 では、５ページ、６ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、本

年度予算額９,８２３万３,０００円でございます。 

 主なものといたしまして、１節医療給付費分現年課税分５,７２８万円、２節後期

高齢者支援金分現年課税分として２,２８３万８,０００円、３節介護納付金分現年課

税分として９６６万５,０００円でございます。 

 なお、国民健康保険税の現年課税分につきましては、冒頭、副町長からの説明にも

ございましたように、税率改正を予定しておりまして、本会議２日目のほうに国民健

康保険税条例の一部改正を提案させていただく予定をしております。今回の見積額に
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つきましては、改正後の税率を見込んで見積りをさせていただいております。 

 続きまして、４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金４億６,５０

３万８,０００円。 

 内訳といたしましては、１節普通交付金４億３,７８１万円、２節特別交付金で２,

７２２万８,０００円でございます。 

 続きまして、６款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金で６２８万４ ,

０００円を計上しております。 

 １節財政調整基金繰入金でございます。 

 同款、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金、保険税軽減分で１,８５９

万７,０００円、１節保険基盤安定繰入金（保険税軽減）分でございます。 

 めくっていただきまして、７ページ、８ページでございます。 

 同款、同項、２目保険基盤安定繰入金、保険者支援分として１,２５０万円、１節

保険基盤安定繰入金、保険者支援分でございます。 

 続きまして、９ページ、１０ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳出でございます。 

 歳出につきましても、主なもののみとさせていただきます。 

 まず、２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、３億７,３

６９万円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 めくっていただきまして、１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、６,０００万円でございま

す。１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 続きまして、同款、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金１６８万円、１８節負

担金補助及び交付金でございます。なお、１６８万円につきましては４件分でござい

ます。 

 続きまして、めくっていただきまして、１３ページ、１４ページをお願いいたしま
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す。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費

分、９,５４３万８,０００円を計上させていただいております。１８節負担金補助及

び交付金でございます。 

 同款、２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分で３,

７０９万９,０００円を本年度予算としております。１８節負担金補助及び交付金で

ございます。 

 同款、３項介護納付金分、１目介護納付金分、１,４９７万３,０００円でございま

す。１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 めくっていただきまして、１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 ６款保健事業費、１項保健事業費、１目疾病予防費７４４万７,０００円を本年度

予算計上しております。 

 主なものといたしましては、１２節委託料として６５３万７,０００円、そのうち

人間ドック検査委託料として５７６万９,０００円、特定健康診査委託料、これはが

ん検診と同時実施分でございますが、７６万８,０００円でございます。 

 同款、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費、４３３万８,００

０円、本年度予算として計上しております。 

 主なものは１２節委託料で、３９４万８,０００円、特定健康診査委託料でござい

ます。 

 １９ページ以降につきましては、給与費明細書をつけておりますので、後ほどお目

通しいただきたいと思います。 

 以上、令和３年度国民健康保険特別会計（事業勘定）の説明とさせていただきます。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては診療所事務長と説明を交代させていただき

ます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（和賀 聡君） 

 それでは、私の方からは、令和３年度和束町国民健康保険特別会計予算（直営診療

施設勘定）について説明させていただきます。 

 議案書のほうにお戻りください。 

 かがみから２枚めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算、１．歳入でござ

います。 

 款、金額の順に説明させていただきます。 

 １款診療収入、５,６７６万円。 

 ２款使用料及び手数料、３７万円。 

 ５款繰越金、８０万円。 

 ６款繰入金、３,５３１万円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 ８款諸収入、７４５万９,０００円。 

 歳入合計は、１億７０万円でございます。 

 ページをおめくりください。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、７,１３３万１,０００円。 

 ２款医業費、２,９１０万６,０００円。 

 ３款公債費、１万３,０００円。 

 ５款予備費、２０万円でございます。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 次に、予算に関する説明書Ｎｏ.３でもって説明させていただきます。 

 １ページから４ページにつきましては議案書と重複いたしますので、省略させてい
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ただきます。 

 ５ページをご覧ください。 

 歳入につきまして説明させていただきます。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入、本年度は１,１００万

円を計上させていただいております。 

 １節現年度分でございます。 

 同款、同項、４目一部負担金収入、本年度につきましては８５０万円を計上させて

いただいております。 

 同款、同項、７目後期高齢者保険医療診療報酬収入、３,０４０万円を計上させて

いただいております。 

 次に、６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、３,５３１万円を

計上させていただいております。 

 ８款諸収入、２項受託収入、１目検診等受託収入、７１７万８,０００円でござい

ます。 

 ページをおめくりいただきまして、７ページ、８ページをご覧ください。 

 ３．歳出でございます。 

 主なものの説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、本年度は７,１１６万９,０００円

を計上させていただいております。 

 内容につきましては、１節報酬９２４万８,０００円、これにつきましては、会計

年度任用職員の報酬でございます。 

 ２節給料、３節職員手当等、人件費に係るものでございます。 

 １０節需用費２１５万３,０００円、１２節委託料２７８万９,０００円を計上させ

ていただいております。 

 ページをおめくりください。 
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 ２款医業費、１項医業費、３目医薬品衛生材料費でございます。本年度につきまし

ては２,４９２万２,０００円を計上させていただいております。 

 内容につきましては、１０節需用費、医薬材料費でございます。 

 １３ページ以降につきましては給与費明細を載せさせていただいておりますので、

後ほどお目通しください。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、議案第４号 令和３年度和束町簡易水道特別会計予算

についてご説明させていただきます。 

 議案書をお開きください。 

 議案第４号 

令和３年度和束町簡易水道事業特別会計予算 

 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億９,７６０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （債務負担行為） 

 第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

 第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」に
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よる。 

 （一時借入金） 

 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５億円と定める。 

                          令 和 ３ 年 ３ 月 ３ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算です。 

 予算同様、款、金額のみで説明させていただきます。 

 １款使用料及び手数料、７,７９９万８,０００円。 

 ２款分担金及び負担金、１,６７２万６,０００円。 

 ３款国庫支出金、２６６万７,０００円。 

 ５款財産収入、１,０００円。 

 ６款繰入金、７,８１０万１,０００円。 

 ７款繰越金、１００万円。 

 ８款諸収入、６００万７,０００円。 

 ９款町債、１,５１０万円。 

 歳入合計、１億９,７６０万円です。 

 ２．歳出 

 １款総務費、７,８４２万８,０００円。 

 ２款施設費、１,６００万円。 

 ３款公債費、１億２１７万１,０００円。 

 ４款基金積立金、１,０００円。 

 ６款予備費、１００万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 
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 おめくりください。 

 第２表 債務負担行為 

 地方公営企業法適用支援事業、期間として令和３年度から令和５年度まで、限度額

１,６８０万３,０００円。 

 第３表 地方債 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法でご説明させていただきます。 

 資本費平準化債、７００万円、証書借入れ又は証券発行、年５％以内（ただし、利

率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の

見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、政府資金については、その融

資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、町

財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換

えすることができる。 

 公営企業会計適用債、８１０万円、起債の方法、利率、償還の方法については同様

でございます。 

 計１,５１０万円でございます。 

 それでは、予算に関する説明書Ｎｏ.４につきまして説明させていただきます。 

 同様、１ページから４ページにつきましては総括となっておりますので、５ページ、

６ページをお開きください。 

 歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料でございます。現年として７ ,

６５１万６,０００円。 

 ２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設費分担金、１,６７２万６,０００円。 

 主なものとしまして、工事分担金として１,６００万円を受け入れます。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金としまして６,７１０万１,

０００円。 
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 １枚めくっていただきまして、９款町債、１項町債、１目簡易水道事業債、１,５

１０万円。資本費平準化債として７００万円、公営企業会計適用債として８１０万円

でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 こちらも主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１０節需用費の１,５１８万２,０

００円、主なものとして光熱水費で６０７万２,０００円、修繕費で６６０万円、１

１節役務費３８４万４,０００円、主なもののとして、通信運搬費として２９４万９,

０００円。おめくりいただきまして、浄水場ろ過池砂入替業務委託料１,５００万円、

水道施設台帳システム構築業務委託料９００万円、地方公営企業法適用支援（固定資

産台帳整備）業務委託料として８１４万円。 

 ２款施設費、１項施設費、１目施設費でございます。主なものとして、１４節工事

請負費１,３００万円、主なものとして、舟尾八王子線改良工事に伴う水道管布設の

工事費８００万円、町道鷲峰山線祝橋架替工事に伴う水道管布設替工事５００万円。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金、償還金としまして８,５３５万３,０００円。 

 おめくりいただきまして、２目利子でございます。利子としまして１,６８１万８,

０００円、２２節償還金利子及び割引料でございます。利子として１,６０８万８,０

００円でございます。 

 次のページ１５ページ、１６ページ、１７ページ、１８ページについては給与費明

細になっておりますので、飛ばさせていただきます。後ほどお目通しをよろしくお願

いします。 

 １９ページでございます。 

 債務負担行為で令和４年度以降にわたるものについての令和２年度末までの支出額

又は支出額の見込み及び令和３年度以降の支出予定額等に関する調書でございます。 

 事項としまして、地方公営企業法適用支援事業、限度額として１,６８０万３,００
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０円、令和２年度末までの支出はございません。令和３年度以降の支出予定でござい

ますが、令和３年度から令和５年度まで１,６８０万３,０００円、内訳としましては

０、地方債として１,６８０万円、一般財源で３,０００円となっております。 

 次のページ２０ページでございます。 

 町債の令和元年度末における現在残高並びに令和２年度末及び令和３年度末におけ

る現在高の見込みに関する調書でございます。 

 区分：簡易水道整備事業債、令和元年末現在高でございます。１４億８,９８０万

３,０００円、令和２年度末現在高の見込みでございます。１５億９,１１０万１,０

００円、令和３年度中増額見込みでございます。令和３年度中起債見込額については

１,５１０万円、令和３年度中元金償還見込額は８,５３５万３,０００円、令和３年

度末現在高見込額については１５億２,０８４万８,０００円でございます。 

 以上、簡易水道事業特別会計の予算説明とさせていただきます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時４２分～午後１時３０分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 説明を続けます。 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、午前中に引き続き、説明を続けたいと思います。 

 議案書をお開きください。 

 議案第５号の説明を行わさせていただきます。 

 議案第５号 

令和３年度和束町下水道事業特別会計予算 
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 令和３年度和束町下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億８,２４０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （債務負担行為） 

 第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負相する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

 第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」

による。 

 （一時借入金） 

 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５,０００万円と定める。 

                          令 和 ３ 年 ３ 月 ３ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入から読み上げます。 

 １款分担金及び負担金、３,６１０万円。 

 ２款使用料及び手数料、３,０１１万７,０００円。 

 ３款国庫支出金、５５０万円。 

 ５款繰入金、１億５,０４７万９,０００円。 

 ６款繰越金、２００万円。 
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 ７款諸収入、４,０００円。 

 ８款町債、５,８２０万円。 

 歳入合計、２億８,２４０万円。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、３,４２７万３,０００円。 

 ２款管理費、７,８２５万７,０００円。 

 ４款公債費、１億６,９３７万円。 

 ５款予備費、５０万円。 

 歳出合計につきましては、歳入と同額となっております。 

 おめくりください。 

 第２表 債務負担行為 

 事項：地方公営企業法適用支援事業、期間：令和３年度から令和５年度まで、限度

額１,９７４万５,０００円。 

 第３表 地方債 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法について読み上げさせていた

だきます。 

 下水道事業（特定環境保全公共下水道事業債）、３,２００万円、証書借入又は証

券発行、年５％以内（ただし、利率見直し方法で借り入れる政府資金及び地方公共団

体金融機構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利

率）、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者

と協定するものによる。ただし、町財政の都合により、据置期間及び償還期限を短縮

し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

 下水道事業（資本費平準化債）、４,８３０万円、起債の方法、利率、償還の方法

は同様でございます。 

 下水道事業（公営企業会計適用債）、６７０万円、こちらも起債の方法、利率、償
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還の方法は同様でございます。 

 計５,８２０万円。 

 それでは、資料Ｎｏ.５に基づきまして、主な歳入歳出についての説明をさせてい

ただきます。 

 ４ページまでは総括となりますので、省略させていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 歳入。 

 １款分担金及び負担金、１項分担金、１目下水道分担金、５節工事費分担金、工事

費として３,５００万円でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料、１節の現年度の現年度の

下水道使用料は２,９８７万６,０００円。 

 飛ばせていただきまして、３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道費国庫補

助金、５５０万円。主なものとして、社会資本整備交付金５５０万円。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金でございます。一般会計繰

入金として１億５,０４７万９,０００円です。 

 おめくりいただきまして、８款町債、１項町債、１目下水道事業債、５,８２０万

円。主なものとしまして、１節特定環境保全公共下水道事業債として特定環境保全公

共下水道事業債３２０万円、資本費平準化債４,８３０万円、公営企業会計適用債６

７０万円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 こちらも主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。１２節委託料、下水

道事業１,８９１万９,０００円、主なものとしまして、下水道事業ストックマネジメ

ント設計業務委託料１,２００万円、地方公営企業法適用支援（固定資産台帳整備）

業務委託料６７５万４,０００円。 
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 ２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費、３,４３６万９,０００円。主な

ものとして、１０節光熱水費３８４万円、おめくりいただきまして、処理場運転管理

委託料として２,２０４万４,０００円。 

 同款、同項、２目管渠管理費、４,３８８万８,０００円。主なものとして、１０節

需用費、光熱水費で２３３万６,０００円、１４節工事請負費で鷲峰山線祝橋架替工

事に伴う下水道設備等工事３,３００万円。 

 ４款公債費、１項公債費、１目元金として２２節償還金利子及び割引料として１億

４,４８８万９,０００円、そのうち償還金として１億４,４８８万９,０００円。 

 同目の２２節償還金利子及び割引料として２,４４８万１,０００円でございます。 

 ４ページ飛ばさせていただきまして、１７ページをお開きください。 

 債務負担行為で令和４年度以降にわたるものについての令和２年度末までの支出額

又は支出額の見込み及び令和３年度以降の支出予定額等に関する調書。 

 事項：地方公営企業法適用支援事業、限度額として１,９７４万５,０００円、令和

２年度までの支出額はございません。令和３年度以降の支出予定額でございます。期

間として令和３年度から令和５年度まで１,９７４万５,０００円、財源の内訳としま

しては地方債ということで１,９７０万円、一般財源４万５,０００円でございます。 

 町債の令和元年度末における現在高並びに令和２年度末及び令和３年度末における

現在高の見込みに関する調書でございます。 

 区分：下水道事業債、令和元年度末現在高１７億５,６６０万１,０００円、令和２

年度末現在高見込額１６億７,６２３万９,０００円、令和３年度中増減見込み、令和

３年度中起債見込額５,８２０万円、令和３年度中元金償還見込額１億４,４８８万９,

０００円、令和３年度末現在高見込額１５億８,９５５万円、計も同様でございます。 

 以上、下水道特別会計の令和３年度予算の説明とさせていただきます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 
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○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私からは、議案第６号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第６号 

令和３年度和束町介護保険特別会計予算 

 令和３年度和束町介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億１,１１０

万円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６９

０万円と定める。 

 ２ 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による保険事業勘定の一時借入金

の借入れの最高額は、６,０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                          令 和 ３ 年 ３ 月 ３ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 歳入歳出両方とも、款、金額の説明をさせていただきます。 

 １ 歳入。 
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 １款保険料、１億４,１９１万８,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億６,７５９万９,０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億８,６９７万円。 

 ５款府支出金、１億７９０万４,０００円。 

 ６款財産収入、１,０００円。 

 ７款繰入金、１億６７０万１,０００円。 

 ８款諸収入、５,０００円。 

 ９款繰越金、１,０００円。 

 歳入合計、７億１,１１０万円。 

 ２．歳出でございます。 

 １款総務費、７０２万５,０００円。 

 ２款保険給付費、６億６,９６７万円。 

 ４款地域支援事業費、３,３２２万５,０００円。 

 ５款基金積立金、１,０００円。 

 ６款公債費、５万円。 

 ７款諸支出金、７２万円。 

 ８款予備費、４０万９,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.６ 予算に関する説明書、令和３年度和束町介護保険特別

会計（保険事業勘定）の説明をさせていただきます。 

 １ページから４ページまでは議案書と重複いたしますので、５ページ、６ページの

ほうをお開きください。 

 まず、歳入から説明させていただきます。 

 主なもののみの説明とさせていただきます。 
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 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、１億４,１９１万８,０

００円、１節現年度分特別徴収保険料で１億３,５５３万５,０００円、２節現年度分

普通徴収保険料で６１３万３,０００円でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、１億１,４５５万９,０

００円、１節現年度の負担金でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、１億８,０８

０万６,０００円、１節現年度分の交付金でございます。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、１億３０７万７,０００円、

１節現年度分の負担金でございます。 

 おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、８,３７０万６,０００

円、１節介護給付費の現年度分の繰入れとなっております。 

 同款、同項、６目低所得者保険料軽減事業繰入金、１,０７４万１,０００円、１節

低所得者保険料軽減事業繰入金ということで１,０７４万１,０００円の計上をさせて

いただいております。 

 続きまして、おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 歳出につきましては、もう１ページおめくりいただきまして、１１ページのほうを

よろしくお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、２億１ ,

８００万円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、３億３,８００万円、１８節負担金補

助及び交付金でございます。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、２,５００万円、１８節負担金補

助及び交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、１３ページ、１４ページをお願いいたします。 
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 同款、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、７８０万円、

１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、１,９００万円、１

８節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、４,６

４５万円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、１７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護予防生活支

援サービス事業費、１,２００万円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 同款、２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費、４９４万円。主なもの

といたしましては、１２節委託料で４９２万円計上させていただいております。 

 同款、３項包括的支援事業・任意事業費、２目総合相談事業費、６７１万９,００

０円。主なものといたしまして、１節報酬ということで会計年度任用職員の報酬、ま

た、人件費が主なものとなっております。 

 ２５ページ以降につきましては給与費明細となっておりますので、後ほどお目通し

よろしくお願いいたします。 

 続きまして、議案書のほうにお戻りいただきまして、サービス事業勘定の説明をさ

せていただきます。 

 第１表 歳入歳出予算。 

 これにつきましても、款と金額の説明をさせていただきます。 

 歳入。 

 １款サービス収入、３３６万円。 

 ２款繰入金、３５４万円。 
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 歳入合計、６９０万円。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、５６７万円。 

 ２款事業費、９７万８,０００円。 

 ３款予備費、２５万２,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして同じく、資料Ｎｏ.６の予算に関する説明書 令和３年度和束町介護保

険特別会計（サービス事業勘定）をよろしくお願いいたします。 

 １ページから４ページまでは総括でございますので、５ページ、６ページをお願い

いたします。 

 まず、歳入でございます。 

 主なもののみ説明させていただきます。 

 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入、３３

６万円、１節居宅支援サービス計画費収入でございます。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、３５４万円、１節一般会

計からの繰入れでございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。こちらについても主なもののみの説

明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、５６７万円、これにつきましては、

１節報酬ということで会計年度任用職員の報酬、また職員人件費となっております。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、９７万８,００

０円、１２節委託料となっております。これにつきましては、介護予防計画の委託料

でございます。 

 ３款予備費、１項予備費、１目予備費、２５万２,０００円。 

 ９ページ以降につきましては給与費明細を載せておりますので、また後ほどお目通
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しのほうをよろしくお願いいたします。 

 私からは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 それでは、議案第７号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第７号 

令和３年度和束町後期高齢者医療特別会計予算 

 令和３年度和束町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７,７５０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                          令 和 ３ 年 ３ 月 ３ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 歳入歳出それぞれ款、金額の説明とさせていただきます。 

 １款保険料、４,７１８万４,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１万円。 

 ３款繰入金、２,７３３万円。 

 ４款繰越金、２８万６,０００円。 

 ５款諸収入、２６９万円。 

 歳入合計、７,７５０万円。 

 続きまして、歳出でございます。 
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 １款総務費、５８万６,０００円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、７,１１３万９,０００円。 

 ３款保健事業費、５２５万６,０００円。 

 ４款諸支出金、２０万１,０００円。 

 ５款予備費、３１万８,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.７ 予算に関する説明書により説明させていただきます。 

 １ページから４ページの総括は議案書と重複しますので、説明を省略させていただ

きます。 

 また、説明につきましては主なもののみとさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 では、５ページ、６ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、２,８７２万２,０

００円、１節現年度分でございます。 

 ２目普通徴収保険料、１,８４６万２,０００円。内訳といたしまして、１節現年度

分として１,８３６万２,０００円、２節滞納繰越分として１０万円でございます。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、２,７３３万円。内訳と

いたしまして、１節事務費繰入金として６０２万１,０００円、２節保険基盤安定繰

入金として２,１３０万９,０００円でございます。 

 続きまして、おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金、７,１１３万９,０００円、１８節負担金補助及び交付

金でございます。 
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 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、５２５万６,０００

円。内訳の主なものといたしましては、１２節委託料として４９７万１,０００円、

健康診査の委託料でございます、 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 以上で、各課長による令和３年度予算についての説明が終わりました。 

 これから質疑を行いますが、質疑につきましては、最初にページ数と項目を述べて

から質問をいただきたいと思います。 

 それでは、質疑を行います。 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 それでは、個別のことに入る前に、一定、全体的な話として少しだけお尋ねしたい

と思います。 

 町長も言われてますように、この令和３年度以降ですね、いわゆる和束にしてみた

ら大型の公共事業というものを、今後、保育園の耐震であるとか、それから祝橋や石

寺橋の架け替えの問題、そして総合保健福祉施設等の整備というものが今後予定をさ

れています。そういう中で、どういう視点が大事かということで、２点ほどまず伺い

たいと思います。 

 一つは、やはり町職員の方のいわゆるコンプライアンスと言われているものの確保

や向上という問題です。 

 といいますのは、昨年、お隣の宇治田原町におきまして、いわゆる公共事業をめぐ

って幹部職員の方と業者との贈収賄事件がありました。それも学校統合であるとか保

育園の改修であるとか、大型の公共事業にまつわって起こった事件と言われておりま

す。それから、数年前には精華町でも入札をめぐった事件がありましたし、京都府内
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でもこの間もいろいろと報道もされております。 

 そしてまた、今、国のほうでは、御存じのように総務省のほうで違法接待の疑惑と

いうものも議論されているわけですけども、こういった大きなお金が動くときに多く

の業者の方は真面目に仕事をされているというふうに思いますし、また職員の方もそ

うだと思いますけども、やはり現実にそういったことも周りで起こっている中で、今

後そういうところでしっかりとしたコンプライアンスを確保していただきたいと思っ

ております。 

 これは副町長にお聞きしたいんですけども、そういったものを確保していく上での

いわゆる取組であるとか、また、そのお考えについてまずお聞きしたいと思います。

副町長にお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 副町長。 

○副町長（奥田 右君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、職員のコンプライアンスということご質問がございました。どこの町村も設

けているんですけれど、当然、倫理規定を和束町も設けております。それに基づきま

して、まず公務員としての立場、考え方というのはしっかりと職員として持っていた

だくということは大切だろうと思っております。 

 それと、あと、今、近隣町村で起きました入札関係の事件ですけれども、これにつ

きましても、やはり職員を基本的に守るという立場で一定の情報公開は必ず行ってお

ります。 

 それと、あと、南丹市でしたかね、予定価格の関係で出ておりましたけれども、こ

ういった予定価格についても、これはまず町長が最終決められて、きちっとそういっ

たルールを守っていくというのが大切だと考えております。 

 いずれにしましても、地方公務員としての立場がございますので、地公法に基づく
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職員としての在り方はきちっとやっていかなければならないと思っておりますので、

日頃からコンプライアンスを高めていくということは当然のことだと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 そういった重要な事業が今後続くということですので、それを支えているのがやは

り町職員の方のコンプライアンスというのが大変土台になっていると思いますので、

ぜひお願いしたいと思います。 

 それと、これは町長にお聞きしておきたいんですけども、一方で、こういった大き

な事業が地域で今後行われていくといいますと、やはり地元の業者さんの育成である

とか、また、地域経済への循環型のそういったお金が回っていくような意味ではです

ね、大変そういう機会にもなるというふうに思いますし、そうしなければならないと

いうふうにも思っております。そういった点で、こういった大きな事業を今後される

という状況の中で、こういう地域経済に好影響を与えていくという意味での町長のお

考えを伺いたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、岡本委員のご質問がありましたように、こういったものは町内の経済、地域の

経済と、いろんな原材料も含めて大きな影響を与えるというのは当然だというように

思っております。 

 私どものこの工事についてはですね、一般公開というのをほとんど取っておるんで

すが、その条件の中でやっぱり地元を大事にしていこうということで、本社だとか事
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務所だとか、今、言われるように、そういうことも一つの規定に入る場合もあります。

しかし、技術でできない場合があります。そのときに広くやっていかなきゃならない。

そういう技術を置いて公開をしていかなきゃならない、募集していかなきゃならない。 

 もう一つは、限度額になりますが、そういったときはやっぱりジョイント方式を取

り入れていくと。そういういろんな方法を取りながら適切な入札といいますか処理を

し、そして、今、岡本委員が言われますように、やっぱり地域の経済にも与える影響

というも十分ありますので、そういったことも考えながら処理しているというのが実

情でありますので、こういったことは大事にしていきたいと、このように思っており

ます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 いわゆるそれを請け負う土木の業者さんだけではなくて、そこに多くの方が働いて

おられるという状況の中でいえば、地域の飲食業も含めて、そういうところにお金が

落ちていくような、そういうようなことも意識した中で事業のほうをぜひ今後進めて

いただきたいというふうに要望しておきたいと思います。 

 それで、令和３年度の予算というのは、いわゆる町長選挙が控える中で、基本的な

骨格予算とも言われておりますけれども、やはり待ったなしの課題というのもある中

で、何を柱にしていくかということが大変大事だと思っております。私は、やはりそ

の中でも二つ特に柱になると思っているのが、喫緊の問題でいえば、新型コロナウイ

ルスの感染拡大に対する対応というのが引き続き大事になってまいります。もう一つ

は、私は定住対策というものを本腰を入れてやっていくふうにしていかなくちゃいけ

ないと思うんです。 

 それで、ある資料がありまして、これはそういうグラフなんですけど、２００１年

から昨年の２０２０年までの人口の推移なんですね。ちょうど町長が就任されてずっ
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と２０年ぐらいのことになっているんですけども、残念ながら、人口についていえば、

当初、就任されたときは多分５,８００人ぐらいだったんですかね、この２０年で残

念ながら３,７００人ぐらいまで落ちてきているという点では、この間で２,０００人

ぐらいの人口が失われてきたということがあります。 

 あと、出生数についても、２００１年あたりは３０人台が続いていたんですけども、

だんだん２０人台になってきて、この間は１０人台の前半ということに、いろいろ子

育て支援等、それはそれで頑張っていただいている一方で、なかなかこういうところ

に現れてきてないという状況があります。 

 一方で、この間は交流人口の増に大変力を入れてこられたということもあるんです

けども、そこが定住のほうに十分つながっていないという問題があるのと、それから、

定住そのものを推し進めていく対策がなかなか十分でなかったというふうに考えてお

ります。そこを柱に、ぜひ、今日と明日議論もしていきたいと思うんですけども、ま

ず、新型コロナウイルスの感染対策という点で伺いたいと思うんですが、ページでい

いますと一般会計の７４ページあたりのワクチンの関係の予算が出ております。これ

に関連して幾つかお聞きしたいんですけども、ワクチンの問題は先日の専決等でも一

定予算化されまして、今後の見通しについても一定示されておりますので、そこと重

ならないところで幾つかお聞きしたいと思います。 

 この間、いわゆる今後、高齢者の接種を４月から始まるであろうと思っております

けども、基本的に、この予約相談体制についてはコールセンターを基本にするという

ふうに聞いております。これはこれでいいんですけども、やはり今、テレビ報道でも

ありますように、なかなか電話だけでは予約がしにくい、また、相談しにくいといっ

た方も、やはり高齢者ですから多くおられるというふうに思います。なかなか耳が聞

こえにくいとか、いろんな意味で対応が必要な方もいると思うんですけども、この電

話を基本にしつつも、例えば、ファックスであるとか、メールであるとか、いろんな

今、方法がありますから、そういったことも含めた住民の方の状況に応じた方法とい
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うのも今後必要かと思うんですが、その辺いかがでしょうか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 お答えいたします。 

 確かに、今の岡本委員のご質問のとおり、先発として高齢者接種をさせていただく。

現在準備させていただいておりますのが、コールセンターでの予約による接種を考え

ておるところではございますが、今のご質問にもありましたとおり、確かに、電話を

かけにくい方、また電話で相談しにくい方、耳の調子が悪い、遠い方とか、声の出に

くい方等々もいらっしゃると思いますので、それにつきましては、接種の予約が始ま

るまでに一定の対応を考えていこうかなと、今、協議しているところでございます。 

 ただ、高齢者でございますので、今、案としてご提示いただいていましたメールな

り、ファックスなりという方法もちょっと難しいのかなというような思いもしておる

ところでございますので、例えば、介護サービスとか使っておられて、ヘルパーさん

なり何なり行かれている、もしくは事業所さんとか行かれているとかいうことであれ

ば、そういうところからのお声かけなりご相談なりというようなことも考えておると

ころでございます。これにつきましては、接種が始まるまでにもうちょっと何とか対

応できるようなことを考えていきたいと思って、今、検討しているところでございま

す。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 こういう手の届くといいますかね、手のひらに乗る自治体としては、やはりきめ細

かい対応の中で、接種を希望されている方が十分希望に沿うような形でできるように

ぜひお願いしたいというふうに思います。 
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 次に、いわゆる今、報道等でも少しずつ出ておりますけども、いわゆる副反応等の

情報というものが多くの方が気にしておられるというふうに思います。もちろんテレ

ビなどで報道されるような一般的な報道といいますかね、全国的な報道ということも

そうなんですけども、実際に町内でこれから接種が始まっていきますれば、やはりい

ろんな状況も地域のほうでも出てくる可能性もあるというふうに思います。やはりそ

ういう一般的な情報に加えてですね、和束の中で今、接種が進んでいく中でどのよう

な状況にあるのかということも、一定、出せる範囲で伝えていくことが、より身近に

状況をつかむ必要があるんじゃないかと思いますが、その辺についてはどのようにさ

れるでしょうか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 今の副反応等、また、副反応以外でワクチンの効果につきましても、一定、住民の

皆様にご案内させていただくときには、高齢者の方につきましては個別の郵送でとい

うようなことも考えております。その中で一定の効果、または副反応等のことは書か

せていただいた中で見ていただこうと。 

 やはり回覧だけとかホームページだけというのではなかなか目の届きにくいところ

はあろうかと思いますので、個別に送らせていただく。それと併せて、やはりポスタ

ーなり回覧・広報なりというような形は取っていかなければいけないと思うんですけ

ども、まずは皆様にお配りする通知の中に入れさせていただいて、皆様にお示ししよ

うと思っているところでございます。 

 その中身、情報につきましては、私どもといたしましても専門家等々も研究員等も

いませんので、国がお示ししていただいている分しか今のところ情報は入っていない

ので、そちらのほうを中心に住民の皆様へのお示しと考えているところでございます。 



― 66 ― 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 よりリアルな情報というものが伝わるように工夫をしていただきたいというふうに

思います。 

 それと、もう一つは、いわゆるこれもよく言われておりますけども、今後、接種が

進んでいきますと、どなたが接種したとか、どれぐらい接種が進んだとかいう意味で

の接種記録というものが管理されていくというふうに思うんですね。それを基本に、

これまでの紙ベースであるとか、また今までのエクセルも含めてですね、データで管

理されていくということもあると思うんですが、これは税住民課長にお聞きしておき

たいんですが、今、国のほうは、いわゆる個人番号ですね、マイナンバーを利用して

の接種記録の管理ということを準備しているということがよく報道もされております

けども、これは実際のところそういう方向があるのか、実際のところに導入されてい

く形ですね、予定というのが実際あるのかどうかですね、もし、される場合というの

はどのようなことが想定されているのか、分かる範囲でお願いできますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 ワクチン接種の関係でマイナンバーを利用するということで、国のほうからは、特

段、税住民課のほうには来ておりませんので、お答えさせていただけるものがないと

いうことで、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 
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 もちろんワクチンの接種の直接の担当というのは福祉課なんですけどね、ただ、や

はりマイナンバーが利用されるとなりますと、言わば、本来はマイナンバーの扱いと

いうのは税住民課でされていると思うんですね。それがいわゆる福祉課も管理しなく

ちゃいけないというようなことになっていくというふうに思いますし、もし、それが

導入されるとすれば、新しい仕事をまたしなくちゃいけないという意味でもですね、

本来、国のこういった状況は現場泣かせといいますかね、本当にそういう状況もある

と思うんですけども、私は国に対しても、こういった余計な仕事といったら変ですけ

どね、そういうことをしないように、私はぜひ現場としても要望していただきたいと

いうふうに思いますし、もし、これが動くんであれば、ぜひ、また迅速に報告いただ

きたいと思いますので、そこはお願いしたいと思います。 

 そういった点で、ワクチンの接種については大変大事な問題でもありますので，情

報のほうもしっかり出していただきながら、スムーズにいけるようにお願いしたいと

思います。 

 次に、これは一般質問でもお話ししましたけども、やはり今、一定、京都も含めて

感染者のほうは下げ止まりという状況もありますけども、一時に比べれば大きく減り

ました。しかし、一方で、変異株の感染も日々報告されるようになってきまして、な

かなか予断を許せない状況があります。 

 和束では、今のところ、現在も感染者は確認されていないという点では大変幸いな

んですけども、今後に備えることは大変大事だと思います。やはりもう一度ここで言

っておきたいのが、しっかりとやっていく上でも鍵になるのは検査だと思っています。

今、各地で起こっているクラスターの多くはやはり高齢者施設、医療機関というとこ

ろが出ております。 

 先日、久御山の岡本病院でクラスターが発生しております。そういう点でも、やは

りどこで感染が広がるかというのは大変よく分かるような状況もありますので、ぜひ

和束でも、わらくであるとか、また医療機関等ですね、検査の戦略を持っていただい
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て、町として定期的な検査も令和３年度の中でしていけるように、国や府待ちじゃな

くて、一定の方向性を持っていただきたいと思うんですけども、その辺もう一度お願

いできますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 確かに、おっしゃられるとおり、先日、岡本病院のほうでもクラスターがあったと

いうので、京都府全体として下がってきているという中にも、やっぱり全国的に部分

部分ではクラスターが起こっているということは聞いております。 

 さきの一般質問でも答弁させていただきましたけども、京都府では、取りあえずま

ず第１回として、高齢者施設、また障害者施設、入所施設の検査を一定するというよ

うなことは聞いておるところでございます。 

 今の質問にありましたように、それを国・府の動きを待たずして和束町でというこ

とでございますが、これにつきましては、やはり和束町単独でというのは検査機関等

のこともございますので、国・府の動きを見させていただきながら、また、近隣市町

村等々の動きも見させてもらいながら調査して研究させていっていただくということ

で、ご理解よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 今、言われましたように、京都府も今回１回だけですけども、全ての高齢者施設で

検査するということで予定されております。これは大事な話なんですけども、やはり

今後、変異株のこともある中でしっかりこういった検査をやっていくということは大

変大事だと思いますので、引き続き、そこは検討いただきたいというふうに思います。 
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 あとは、今回のコロナの１年の関係で大変大事だと思っているのが、地域での医療

や保健体制がいかに強化すべきかということが改めて分かったというか、実感した１

年だったというふうに思うんですね。そういう意味で、この令和３年度の予算におき

ましても、１年だけで何かすごくできるということじゃないかもしれませんけども、

やはり出発点として、地域での医療や保健、命や健康を守る体制をちゃんと強化して

いくと、可能な限り町として医療や保健を担うスタッフを確保して体制を整備すると

いうことが、大変、今後求められているというふうに思うんです。 

 そこで、一つ、診療所のことで伺いたいんですけども、今回、この予算に関する説

明書の一番後ろの職員数についてあるんですけども、これを見ますと、令和２年度は

医療職で正職で２人、一応、数を上げていただいているんですけども、令和３年度に

つきましては、（１）ということで再任用短時間勤務職員ということで上げていただ

いております。これはもちろん正職だった方が退職されて再任用で引き続きというふ

うには理解しているんですけども、お尋ねしたいのは、再任用というのは基本的に正

職じゃありませんし、この数年の間にやめられるということもありますので、そうい

う点では正職だったわけですから、令和３年度も含めて正職でちゃんと補充するとい

う方針は持っていただいていると思うんですけども、その辺はどうですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（和賀 聡君） 

 岡本議員の質問にお答えします。 

 確かに、（１名）というのは再任用の職員なんですけども、再任用が管理職であり

ますので、今後、人事のほうと相談させてもらった上で、また令和３年度につきまし

て新たな職員を確保するかどうかというのは、また検討していきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 私のほうから何点か質問させていただきます。 

 今、岡本委員のほうから、コロナワクチンの接種の関係でいろいろご質問がありま

したが、私からもこの関係についてですね、ワクチン接種につきましては、基本、今

の使用される分については２回ということになるかと思うんですが、１回目されて２

回目の記録、この記録というのはどのようにされるのか教えていただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 これにつきましては、接種券というのをご予約いただいた方にはお配りさせていた

だきます。この接種券には、当然、個人のお名前も入っておりまして、２回分の予

診・問診の分と接種した後の接種済み証の分と両方入っておるものでございます。そ

れによりまして、１回目の接種が終わったら、それは一応シールタイプになっており

ますので、それを剥がして別のところに貼っていただいて、データとして残していっ

て、この人はどのワクチンをいつどこで打ったかというところまでのデータを取らせ

ていただいて２回目の接種に臨んでいくということで、薬も同一の薬と国のほうから

も言われておりますので、そこが間違いのないような形でできるような体制の整備を

今しているところでございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 そういう形でしていただくということですが、２回目の接種については、またご案

内をいただけるということでよろしいでしょうか。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 これにつきましては、皆さんもご承知のとおり、国から報道発表で、１回目の接種

後、およそ２１日間空けた中でということを言われております。本町につきましては、

高齢者施設もございますので、そちらの接種のことも考えながらということで、第１

回目が終わった後、４週間、２８日空けた中で２回目の接種ということ、今、計画し

ているところでございます。 

 １回目打っていただいたときに、その時点で２回目の日はこの日になるという形を

取らせていただいて、一定、２８日ぐらいの周期、祭日とかでずれる可能性もあるん

ですけど、一応、２８日周期でやっていただくということですので、１回目打ってい

ただくと２回目の日にちは自動的に決まってくるという形の予約の取り方、接種の仕

方をしようと計画しているところでございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ということは、１回目の接種のときに２回目の接種をお知らせいただくということ

ですね。２８日間ですから、ついうっかり忘れてしまうということもあるのかなと思

うんですね。ですから、できれば近くのところで、再度、何らかの形で通知いただけ

るとか、特に高齢者の方でそういった形でしていただいたほうが間違いがないのかな

というふうに思うんですが、そのあたりはどうですかね。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 
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 はい、お答えいたします。 

 確かに、おっしゃられるとおり、特に第１回目は、高齢者ということで、６５歳以

上であれば９０歳、１００歳超えておられる方も当然対象になってきます。人間のこ

とですので、忘れるということもあり得ますので、通知もしくは電話で事前に数日前

にお知らせするとか、何らかの方法をこれから検討してやっていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 お手数ですけれども、間違いない接種を進めていくためには、ぜひ、そこをよろし

くお願いしたいなというように思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次にですね、９０ページのグリーンスローモビリティの関係なんですが、今現在、

杣田、また別所区のほうで実証実験で運行していただいているということなんですね。

４月以降は観光の石寺コースを除いて、それ以外の運行はどのような形で考えておら

れるのか、教えていただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（草水清美君） 

 ４月以降の観光以外のルートにつきましては、現在の３月の住民の杣田別所ルート

が終わりましたら、令和元年度から進めてまいりました住民向けのルートはほぼ終わ

りますので、一定その検証をさせていただいた中で、今、予定をしているところでは、

やはりこのグリーンスローモビリティを有効活用するために次のステップとしまして

は、グリーンスローモビリティを貸出しするという方法もあるのかなと。 

 あと、もう一つは、ほかのルートを再度設定し直すという、ご利用がたくさんあっ

たところ、そうではなかったところを分析しないといけないと思いますが、一定、今
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までの状況を見ておりましたら、多くの方が乗っていただいた地域がございますので、

そういったところにつきましては、やはり今後も検討をし続けないといませんし、そ

うでないところは、なぜ乗ってもらってなかったかというのを、ルートの変更なり運

行の方法を変えるというのも一つの手段であると。 

 また、今月、路線バス対策協議会がございますので、一定、その中で皆さんにお諮

りしながら、どういった方法がいいのかというご意見もいただいて、令和３年度、運

行を考えてまいりたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ということは、まだ決定してないということなんですね。 

 先日，一般質問でさせていただきましたが、今後、グリーンスローモビリティを活

用した地域交通というのも検討されていくということですから、なるべく早くそうい

った体制を整えていただけたらなというふうに思いますので、いろいろこの間、実証

実験で見えてきた課題とかいうこともあるでしょうから、そういった中で議論してい

ただいて進めていただけたらなと思いますので、より便利に活用できる体制をぜひお

願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次にですね、９６ページ、町道整備の関係なんですが、今年度、白栖加茂停車場線

ですかね、白栖地内の中で一部舗装されたところ、何が言いたいかというと、そこが

途中まで舗装されている状況かなというふうに思うんですが、その延長というのがこ

の中に含まれているのかどうかということをお聞きしたいんですが。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 お答えさせていただきます。 

 今のページではなくて、祝橋とかの関係と同様のところで整備事業と同じところに

上がっている分で、検討はしております。ただ、今回の続きの工事につきましても、

今、対応になっている部分につきましては、基本、路盤工からやり直すという工事に

なりますので、現状を見ながら進めていきたいというふうに思っております。  

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ここはまたいろいろと検討していただけたらいいかなと思うんですが、そのほかに

地域からも要望が出ているかと思うんですが、撰原口から上がっていったところです

ね、山肌で崩れそうな岩があるということで住民の方からお聞きして、私も現地を見

たんですが、それが崩れると府道まで影響してくる、府道まで落下していくというよ

うな大きなものがあるということで、地元の方も随分心配されているんですが、防災

減災の対策にもなるかと思うんですが、崩れる前の事前の措置というか、そういった

ことは考えておられるのかどうか。また、地元から要望も出てますので、そのあたり

の現地の確認とかですね、そのあたりはされているのかどうか教えていただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 私も現地は確認をさせていただいております。実際のところを言いますと、中途半

端な場所の石でございまして、基本的には、道路の法面ではなく、道路路肩でもなく、

個人の民地の部分でございまして、そこをどうするかという話になるんですけども、

実は、毎年、京都府との間で道路事業関係の調整会議を行っております。その中に上

げておこうかと考えております。すぐに今、落ちるという状況ではないと思いますの
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で、その辺で京都府がやるのか、和束町がやるのかというところの調整をしたいとい

うように思っております。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 分かりました。 

 あと、９６ページ、同じところなんですが、緊急浚渫推進事業ということで予算が

上がっております。この浚渫につきましては、その範囲とか、どのあたりを考えてお

られるのか。また、そこに長井から白栖口から撰原口までの川のすぐ横に立木があっ

たりですね、それが河川地内にあるのかどうかですが、そういったところも立木の撤

去をすることに川幅を有効に使えるかなということもあるんですが、そういったとこ

ろも今後考えていかないといけないと思うんですが、そのあたりの考え方とか教えて

いただけたら。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 委員の撰原の、聞き取れなかったんですけども、今回の９６ページの浚渫につきま

しては、基本、今、大勘定川、白栖と別所の間を流れる川、それから別所川、それか

ら舟尾川と、現段階ではこの３河川を考えております。 

 府の工事につきましては、緊急浚渫ということで、和束川が最優先ということで入

ってまして、それは府のほうでやっていただくということになるんですけど、その町

版の工事が来年度からできましたので、今回８００万円を上げさせていただいたとこ

ろでございます。 

 一番さきに手をつけたいと思っておりますのは、この上にも出ているんですけども、

舟尾八王寺線の工事を行います。この周辺の浚渫をまずやりたいというように考えて
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おります。なぜかといいますと、宇治木屋トンネルの工事の関係で流末がほとんど舟

尾川に影響が出るということが考えられますので、舟尾川をまずやっていきたいなと

いうことで、８００万円のうち幾何かを使い、その後、またほかの緊急にやらなけれ

ばならないとこがあればそこへ回すとか、８００万円をそのまま舟尾川でやるとか、

まだ計画段階ですので、もう少し時間をいただきたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時４５分まで休憩します。 

休憩（午後２時３５分～午後２時４５分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、質疑を続けます。 

 ７番、岡田委員。 

○７番（岡田泰正君） 

 それでは、私から何点かお聞きさせていただきたいと思います。 

 まず、第１点目に、コロナの発現前から国の政策として働き方改革ということで非

常に進めておられました。そこからコロナが蔓延しまして、より一層加速して働き方

改革についての働き方ということについて、企業並びに公共団体については議論され

ております。 

 そこでお尋ねしたいんですけれど、和束町におきましても、職員の中で有給の取り

方であるとか、あるいは仕事の残業の仕方であるとか、そういった仕事内容について

どのように改革並びにそういう対策について取り組んできておられたのか、また、こ

れからそれについてはどのように推進していこうとされているのか、できれば各課の

課長にお考えをお聞きしていきたいと思いますが、いかがですか。 

 まず、総務課長からお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 
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○総務課長（岡田博之君） 

 岡田委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 まず、新型コロナウイルスが昨年の２月ぐらいから蔓延が始まりまして、国のほう

から各市町村に通知が出されたところでございます。１点目につきましては、これは

全体の話なんですけども、本人または家族の方が風邪等の症状が出た場合につきまし

ては、当然、コロナウイルスではないんですけども、一定、養生をして特別休暇を取

らせなさいということでございます。 

 また、国のほう、京都府のほうから来ましたのは、働き方の中で、一定、職員の勤

務を減らすようにと、在宅勤務を推進ということで聞いておりました。しかしながら、

和束町のような小さな町では在宅勤務をする、やはり個人情報の管理も含めて難しい

面がある。そして、和束町の職員につきましては、公共交通を利用されている職員が

１名ないし２名しか当時いなかったということもございまして、できるだけ職員間の

距離を空けるとともに、公共交通の弊害がないということで、通常どおりの勤務をと。

ただ、体調不良があれば、そういう特別休暇等の対応をさせていただきました。 

 また、今年１月の仕事始めから１週間、また保育園・診療所につきましては１か月

間ですけども、やはり正月時の密を避ける行動を取るようにと要請がございましたの

で、有給休暇にはなりますが、それぞれ各自、最低２日間は休んで、家族サービスも

含めてやるようにということで指示をさせてもらったところでございます。 

 それと、総務課内の仕事でございますが、やはり基本的には体を疲れさせない。体

調の不良となる一番の要因が疲れが残ることでございますので、しっかり食べて、し

っかり休んで、できる限り体に負担のないように頑張ってほしいということで職員に

は周知させていただいているところでございます。 

 今後につきましては、一定、会議等につきましてはテレワーク、ウェブ会議という

形で現在なされておりますので、それに対応する機器ですね、パソコン等につきまし

ては１２月の補正予算で購入の予算を通してもらいましたので、今現在７台用意をさ
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せてもらっているところでございます。 

 実際、和束町で新型コロナウイルスの変異株も含めまして新たな発生が出る可能性

があるんであれば、当然、職員の勤務を半分に減らす。職員の中で協力体制を求めら

れるように緊急時の対応のマニュアルを作成しているという状況でございますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 福祉課といたしましては、今、総務課長からもありましたように、正月明けの休み

の摂取につきましても細かく指導した中で、課員には休みを取っていただいたりして

おるところでございます。 

 現行につきましても、今ありましたように、極力疲れを残さない、常に健康な状態

でいるということで、業務が終われば直ちに退庁していただくということで、極力残

業のないような形を取らせてもらっているところでございます。 

 それと、特に福祉課では、課員の者には、世間で言われている以上に不要不急の外

出は特に特に控えるような話は常にさせていただいておるところではございますが、

皆さんご承知のとおり、今、医療従事者、また高齢者を先行とした住民のワクチン接

種の体制準備等が急ピッチで進められているところでございますので、なかなか有給

休暇を日々取得した中でのというような形は、今このタイミングでは取りづらいとこ

ろではあるんですけども、業務が終わり次第すぐさま退庁して、自宅で体を休めると

いうような形は取らせてもらっているところでございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 
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 岡田委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 一般的なことにつきましては、総務課長なり福祉課長から答弁があったのと同様で

ございます。ただ、税住民課のほうでは、例えば、４月、５月、６月でしたら当初課

税の時期であったり、今でしたら２月から確定申告で各地区回らせてもらっているよ

うな関係で、季節的にどうしても残業が続くということもございますが、できるだけ

ズルズルというか、ダラダラ残らないようにというとで徹底させていただいておりま

す。 

 また、不要不急の外出につきましても、毎週金曜日の朝礼のときに週末を迎えるの

で、責任ある行動を取るようにということで伝えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 全体的な話につきましては、先ほど総務課長からございましたとおりでございます。

私どもの課といたしましては、昨年の末頃では気候の変動とかございましたときには、

風邪をひかないように、体力を落とさないようにというような説明、それから年次休

暇につきましても、残さないように取得するようにという形で課員には声をかけさせ

ていただいて、適宜休みを取るようにというような形は私も言わせていただいており

ます。 

 また、朝礼の際にですね、コロナの関係の情報が入りましたら、三密を避けるとか、

そういったようなお話もさせていただきまして、体調管理、それから適宜、自分の持

っている年休の消化ということにつきましては取得するようにということで課内会議

等でお話しさせていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（草水清美君） 

 地域力推進課も先ほどの他課と同じでございまして、十分休養を取っていただきま

して、有給休暇の取得を促進するということ。 

 あと、もう一つは、地域力推進課は町外の多くの方と接する機会がございます。事

務所内にですが、コロナ対策の防止としてアクリル板の設置、また、会議につきまし

ては極力出ていかない、オンラインで全て参加するというのを基本に置いております。

そういったことで、十分室内の換気、絶えず１２時になりましたら換気しております

ので、そういう対策を講じているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 建設事業課についての取組を答弁させていただきます。 

 うちも各課とほぼ同様でございます。特にうちの課で取り組んだということにつき

ましては、工事の関係と協議がかなり入ります。それと、住民相手の用地交渉とか事

業説明等があります。これについてはソーシャルディスタンスを取る中で実施すると。 

 コンサル等の協議につきましては、基本、ハイブリッド、２名がこっちに来たら、

残りの２名はオンラインという形で、そういう形の会議を開くという形で行ってまい

りました。基本、できるだけ接触を減らした中で、密な協議を行うということができ

るという体制を取ることでやっております。 

 年休等につきましては、職員に十分取れるように配慮しておりますので、残業につ

きましても極力時間内に業務を終らせると。終らない場合は、隣の者が手伝って終わ

らすというような形を取っておりますので、基本、その辺については大丈夫と考えて

おります。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡田泰正委員。 

○７番（岡田泰正君） 

 どうもありがとうございました。 

 それぞれ各課においては、人と接する時間の多い課もあるし、外へ出られる課もあ

るし、室内的に業務をされていると、いろいろ特徴を持った中での対応をされておら

れると思いますので、その課に則した緊張感を持って今後も対応していっていただき

たいなと、このように感じておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。  

 それともう１点、これに関連してですけども、総務課長にお尋ねするんですけれど、

先ほど地域力の課長もおっしゃったように、デジタル化による推進ということで、Ｉ

Ｔ担当大臣が脱ハンコに向けて取り組むと。早急に対応していきたいというふうなこ

とも国を挙げて考えておられるようです。 

 ある地方の市役所だったと思いますが、より積極的に脱ハンコに向けて事業を進め

ているという事業体もあるようですので、今後、和束町におきましてもそういった方

向で取り組んでいっていただきたいと思うんですけれど、取り組む内容については早

急にできるものとできないものとあろうかと思いますので、その辺の考え、また、今

後そういった形で取り組んでいく意気込みみたいなものもございますればお伺いした

いと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 岡田委員おっしゃるように、脱炭素という形になりましたら、本来、光熱水費です

ね、この部分も脱炭素の大きな要因になっておりますので、確かに省エネに努めてま

いると。 
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 本来、ほかの大きな市で取り組まれている大きな事例といたしましては、全ての公

用車を電気自動車に入れ換えるというところも私も承知しております。ただ、電気自

動車の費用の部分が相当高いものでございますので、なかなか公用車を全て電気自動

車に入れ換えるというのは、現時点では難しいと。ただ、補助金等、有利なものがあ

りましたらそれに対応させていただくと。 

 あと、エネルギー関係でいいますと、和束町は国が言う前に、実際、岡田委員も御

承知いただいていると思うんですけども、和束保育園には、まず太陽光の発電設備を

平成２２年に導入させていただきました。しかしながら、１０年経過をしまして、な

かなかその効果が現れてないと。 

 あと、和束運動公園内の休憩所ですね、ここにも太陽光の発電施設を国の補助金を

いただきまして設置をさせていただきました。そういう形で有利な補助金がつき次第、

そういう対応も含めて有効な対策を講じてまいりたいというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡田泰正委員。 

○７番（岡田泰正君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、次の質問に入らせていただきたいと思うんですけれど、建設事業課長、

園村の入り口で２,０００万円の補助として道路改良が上がっておりますけども、２,

０００万円の費用でどれぐらいの延長を予定されて、この事業によってどういった効

果を得ようとしているのか、その辺についてコメントをお願いできますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えします。 
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 ただいまの質問ですけども、園区線の改良でございます。園区線は、府道木津信楽

線と園区線の交差部分から約３０メートルぐらい入ったところから左側に曲がって小

高い山がありまして、見えにくくなって向こうから見えないと。地元の方からの要望

を聞いてますと、どうしても園区内から下りててきた車が府道から入ってきた車が見

えないということがありまして、そこを何とかしてほしいという話でございます。  

 工事区間については、ほぼ５０メートルぐらいの間で何とか処理をしてしまいたい

なとは思っておるんですけども、何分、下が水路ではない河川というぐらいの規模の

川が流れてますので、この川の一部をボックスカルバートで埋めていきたいというよ

うなことで考えていますので、ここにお金がかかると考えています。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡田泰正委員。 

○７番（岡田泰正君） 

 距離はどれぐらいと聞いているんですけども、曲がって、上の中尾さんのほうから

舟尾に抜ける道の四差路の交差点までは行かない、行く、どちらですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 先ほど言いましたように、約１００メートルぐらいの範囲の中でということですの

で、行きません。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡田泰正委員。 

○７番（岡田泰正君） 

 分かりました。 

 危険ということだけの処理というふうな形でとらまえていいんですね。後で一緒に

答えてください。 
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 それから、もう１点は、祝橋の架け替えの件なんですけれども、非常に心配してい

るのは、工期が非常に短く、短期間で落としてしまって、それからスムーズにやって

いこうと２年間ぐらいの計画を持たれておられますけれど、いろいろと私の頭の中で

整理してますとですね、門前橋は４年以上かかって、落橋してからのことになります

ので工法も違うと思うんですけれど、その辺についてスピード感を持ってやられると

いうことについての心構え、自信はあるんですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 現場との関係もございますが、私の中では自信を持ってやりたいと考えています。 

 といいますのは、今回の祝橋のことにつきましては落橋をさせるということもあり

ますので、できるだけ短い期間で工事を行いたい。それが地元に迷惑をかけない一番

理由であると思っておりますので、工期的なことをいいますと、ギリギリまで橋を落

とさないということで、落橋に関しましては、今月の２５日から本格的に現場が動き

出すような形になろうと思います。 

 ２５日から動き出しまして、この出水期まで、６月２０日までの間、今の形でいい

ますと、多分、５月の中旬までには橋を全部なくしてしまいまして、両方通行止めに

した状態で置いておきます。この段階で上部工の発注を行いたいと思っています。上

部工の発注につきましては１億４,０００万円強の概算が上がっておりますので、ま

た、議会でご承認をいただかなければならないということが予定されます。 

 それに合わせまして、先ほど一般会計のほうで上げさせてもらった債務負担行為を

取らせていただいています。これにつきましては、門前橋を教訓にしまして工期をし

っかり取りたいということです。 

 年度内工期で発注をかけますと、今、北陸新幹線、それから新名神の関係でかなり

業者が取られてまして、不落の可能性も多々ありますので、できるだけ工期を取りた
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いと思っていまして、大体製作に９か月から１０か月かかります。ですので、５月、

６月の入札で発注させていただいて、来年の２月末ぐらいに上部工が上がってきます。

上部工につきましては、５つのブロックに切った鉄の橋でございます。それを架ける

と。 

 その後、先ほど下水道事業のほうの予算で上げさせてもらいました下水道の移設が

あります。この工事と水道管の移設を行い、その後、橋台の発注が、１０月２０日か

ら渇水期に入りますので、本来ですと発注はできます。ただ、和束川における最大の

雨量が１０月２２日というのが皆さんも記憶にあると思いますが、前回の衆議院議員

選挙の投票日の日の夜、災害があったという事例があるんですけども、これがありま

すので、１１月１日に現場に入るということで、この発注につきましては大体８月頃

の発注を目指しています。８月頃に下部工、両方から１基ずつ発注をかけまして、両

方から工事を行うということで、左岸・右岸の下部工の工事、これが要は２本の橋台

を造ります。 

 その後、５月に発注しました工事の上部工を、５ブロックに切ってますので４５メ

ートルの橋になりますので、現地にそれを持ち込むと。大体８メートルから９メート

ルぐらいのものになりますけども、それを持ち込むと。それを持ち込んだ後にそれを

架けると。 

 架けるのが大体、今の予定では、下部工が出来上がって４週間、養生を必ず置かん

とあきませんので、約１か月空きます。それが大体２月の末から３月の末を予定して

います。これが若干ずれ込むことも考えていますので、４月の中旬ぐらいから上部工

を始めると。これにつきましては、下に架台を置きまして、その架台の上に橋を置い

ていくという形で、上からクレーンでつり下げていくと。 

 ただ、６本の桁を置くんですけども、今回採用しました設計では２本を一つに組み

合わせたものにしてますので、横に転倒しない桁を採用してます。その桁を５ブロッ

クかける。 



― 86 ― 

 この前、現場視察をしてきたんですけども、大体それでいくと、ブロックをかける

のに約半月ぐらいで架け終わります。架け終わったら下のジャッキを全部外して、縄

を開放します。この段階で６月２０日ぐらいの見込みをしてます。それが終わった後

に、川の中に障害がなければ橋の上の工事はできますので、その後、橋面の工事をや

るということで考えております。 

 門前橋につきましては、１年ごとに橋台を造ったという経過がありますので、結構、

期間もかかってますけども、大体、１億円ぐらいの橋の施工事例を確認しましたとこ

ろ、大体２年ぐらいでやってしまっているのが現実ですので、実績的には全然問題な

くできると思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡田泰正委員。 

○７番（岡田泰正君） 

 かなり今回はタイムスケジュールを正確にというんですか、きめ細かくやっていた

だいているので多少安心はしているんですけども、しかし、その中でも門前橋の教訓

を得て質問をさせていただくんですけれど、橋の調達をするときに１回入札が不調に

終わったと。結局は橋の業者というのは大手の特殊な企業が多いので、何十億円、何

億円という大きな橋を受注されるのがメインであろうと思う。その中で１億円前後の

橋、今回はメタルとおっしゃいましたけども、メタルの工法はたくさんはないかと思

うんですけれど、これを入札にかける業者選定というんですかね、これは確実に日程

の中でこなしていかないと、今おっしゃったようなスケジュールどおり進んでいかな

いということが考えられるので、その前の轍を踏まないような形の中で、入札方法に

ついてどのように考えておられますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 はい、お答えさせていただきます。 

 メタルということで話は動かしています。これについては変わりません。 

 入札に関しましては、あくまでも一般競争入札で行います。１億円を超える工事で

すので、一般競争入札で、エリアも全国レベルのエリアで探します。その関係で入札

も発注をかけますので、そのあたりについては今のところ何とかいけるというような

予測は踏めると思っています。 

 確かに、１０億円、２０億円の橋がどんどんどんどん出ている中で、１億円の橋を

取りに来ないというようなうわさも聞きますけども、その分についてはできる限りい

ろんなところで見ていただけるように、新聞等にも広報を出しまして、それで入札に

入っていただけるような業者を探したいと。業界新聞とかいっぱいありますので、そ

ういうところにＰＲをかけた中で、やるよというのを見てもらっていきたいと思って

おります。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡田泰正委員。 

○７番（岡田泰正君） 

 そしたら、あと１問しかないということなんで、続きまして、建設事業課長にお願

いしたいんですけど、地籍のほうで上げておられますね、全体的な調査の中で、こち

らの予算のほうでしたけども、これについて私、いろいろと和束町は地籍については

遅れているなというふうに感じているわけなんですけども、そこで懸念するのは、や

はり和束の場合も高齢化率が結構高くなってきています。今までは親から子へ、子か

ら孫へという形で、家の中で地籍の境界というものを守って、財産を大切に保全して

こられた経過があるわけなんですけども、最近、特に、農家の方であろうが、サラリ

ーマンの方であろうが、山とか農地とか資産をもらっても金にならないから、そうい

った方面には非常に関心が薄くなっています。やはりこういったことを時代を重ねて

くるにしたがってその意識というものがなくなってくると。結果、地籍の現状復旧、
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線を引くのに非常に時間と労力とお金がかかってくるということが懸念されますので、

できるだけ速やかに地籍調査というものが和束町の中で終われるようなシステム、考

え方、計画、そういったものを上げていっていただきたいなと、このように考えるわ

けです。 

 これについても国のほうからも補助が結構出てますし、あと、問題になるのは、地

籍に関われる人材、専門的な知識を持った方のマンパワーであろうと思うんですけれ

ど、それについても国とか府のほうで派遣されるというふうなシステムもあるようで

すので、そういった方のいろんなシステムを使いながら速やかに地籍調査というもの

を終えていただきたい、このように思っておりますのが、その取組方についてご返答

いただきたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 先ほどの祝橋につきましては、あくまでも一般競争入札ですので、広告が出された

段階でどれだけの方が見ていただけるかというのは私にも分かりませんし、それとも

う一つは、相手のあることですので、簡単にいくかどうか、そこら辺は自信は持って

ますけども、分かりません。 

 それと、今の地籍ですけども、実のところを言いますと、湯船地内の地籍調査を終

えてからほぼ２０年間、現地調査を行っていなかったというのが現実でございます。

実際に、建設事業課でも現場に入って杭を打って仕事をしたというのは僕が最後で、

その後、してなかったような状況で来てます。実は、今、岡田委員がおっしゃられま

した内容のことについて一部指導を受けましたので、今回、地籍をやっておりますの

は２項委託というやり方です。 

 以前、地籍をやっていたのは、現地に入る、地元の人と杭を打つ、それから、杭を
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打ってからその杭を職員が自前で杭番号をつけて図面をつくる、その図面をもって今

度は測量調査委託会社が入るというような形でやっておったんですけども、現在は２

項委託という形がありまして、当初からずっと一緒に地籍調査に業者が入れるという

ような形に変わってまして、その方法を取り入れていますので、今、和束町、井手町、

宇治田原町、この周辺では全部同じような方法で地籍は行っていまして、公共事業を

採択するためには地籍調査事業の調査率を上げないと公共事業の補助事業が落とされ

ますので、それに向けて頑張っているという状況でございます。 

 現状でいいますと、今年１筆調査を行いました。１筆調査を行った段階で、確かに

今、言われるように、所有者が分からないというとこが結構ございました。それは周

辺の方々の話を聞きながら、本人も歩きながら、去年の夏から今年の２月までかかっ

て調査を終えました。 

 令和３年度に上がっている予算につきましては１筆測量。打った杭を業者が入って

測量して１筆の面積を出すと。その面積を出して、その次の年に１筆の確認をしても

らいます。その確認が終わって整理ができた段階で法務局で認証となりますので、約

７年ぐらいは１地域にかかってくるんで、残っている面積を考えますと結構時間はか

かると思っておるんですけども、できる限り、地籍調査を進めることで公共事業の予

算確保に向けたいと思っておりますので、ご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 それでは、私のほうから多少質問させていただきたいと思います。 

 まず、歳入のほうから説明をいただきたいんですけども、６ページ、個人の町税で

滞納繰越分２２０万円、そして、その下、固定資産税の滞納繰越分が４００万円とい

うような形で計上されているんですが、これは滞納繰越分が回収になると見てよろし

いんですか。その辺をお答えいただきたいんですが。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 例えば、町民税の個人でしたら、令和２年度で計上しております滞納繰越分の未納

率を計算しましてこの金額を出しておりますが、固定資産税につきましても、見込み

ということでこの数字を出しております。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 要するに、予想でこれだけは回収できるだろうということで上げていただいている

わけですね。実際、下の固定資産税のほうを見ますと４００万円と金額は大きいんで

すけども、実際の滞納額はどれぐらいになっているかお答えいただきたいんですが。

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 今現在、令和２年度で滞納繰越分として調定を上げている金額といたしましては、

個人住民税につきましては３２０万６,６０４円でございます。固定資産税につきま

しては９８６万７４８円でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 ９８６万円、下のほうですけども、これが残高として見てよろしいんですか。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 滞納繰越分の調定額につきましては、前年度の滞納分で未収の分から不納欠損を除

いた分が滞納繰越ということで翌年度に繰り越されるというところでございます。３

年度分につきましても同様の考え方では見込んでおるということでございます。  

 当初予算の見積りの段階では、見込みといいますか、正確な数字は立てられません

ので、収納率等を勘案した中で上げているというところでございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 ７回しか質問できないので、これは余りかけられないですのでね。実際に、現年度

分については非常に回収率がいいと認識しております。ただ、やはり過年度分、滞納

分についてはなかなか回収ができないと思っておりますので、こんだけできるんかな

という感じで質問させていただきました。 

 ７回ということですので、私の好きなふるさと納税へ行きたいと思います。 

 ３４ページですけど、報償費としてふるさと応援寄付贈呈品３０万円という形で計

上されております。ということは、目標は１００万円程度に置いておられるのか、そ

の辺、回答を願いたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 村山委員のほうから、ふるさと応援寄付金贈呈品ということで、３０万円というこ

とでお話をいただきました。令和３年度につきましては、一応、骨格予算となってお
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りますので、実際、新しい総合計画ができます１０月、また、６月の補正時には、当

然、政策予算という形でこれまでお話しさせてもらった商工会との連携、また企業と

の連携も踏まえて上げさせていただく予定でございますので、ご理解いただきますよ

うお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 今日の新聞を見てましたらね、笠置町が昨年度から始めたということで、笠置町が

１５０万円集めたと。それが返戻品が薪、こんなもん何でやいうような感じやけども、

７割の人が薪を所望されているということですので、９月の一般質問でもさせていた

だきましたが、やはり返戻品の見直しはぜひともやっていただきたいと思います。 

 先日、新聞に載ってましたけども、八尾市では４,５００万円が集まって、防犯カ

メラを３００台つけたということも載っていました。そして、宇治田原町は、昨年度

のふるさと応援についての予算が５,０００万円いただいていますということを担当

者が言っていました。だから、１億５,０００万円程度は目標にしているのかなと思

っております。 

 それで、町長にお聞きしたいんですけど、９月の質問のときに、企業版でいきたい

と。この間、南山城村は１,０００万円の寄付があったと。それが企業版で入ってき

たということなんですが、和束町の企業版はどうなっているのかお聞きしたいんです

が。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 総務省は、新しく企業版のふるさと納税という制度ができました。これについては

ですね、まちづくりと併せてやっていく。だから、私は、南山城村の納付だけ企業版
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となるのかどうかは別として、新しい制度は事業をやるときに一緒にかみながらやる

とか、ちょっと違った発展的な、地域づくりに絡みながら企業版に参画していこうと

いう感じに私は受け取っておるわけなんですが、これはまちづくりの一つの活性化の

手法の一つとして捉えておりますので、今日から、はい、分かりました、スタートと

はなかなかいかんのかなと、このように思っております。 

 ただ、そういう方向で企業版の、それも大きな金額で何千万円とか出てくる金額で

すから、まちづくりの内容と事業計画と併せて、そして企業に一緒になってもらうと、

そういうのが出てくると一番理想的だと思いますので、そういう方向は今後も有効な

方法として努力していきたい、こういうことです。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 今、町長にお聞きしたのは、企業版がどう進んでいるのかと聞いたんですけどね、

ということは、現状ではまだ進んでないということですね。しかし、頑張っていただ

いて、要するに、交付金に期待せんと、多少でも自前で調達できるような形をやって

いただきたいなと思います。 

 そして、農村振興課長にお聞きしたいんですけど、直売所が５月ぐらいから稼働と

いうようなことを先だってお聞きしたんですけどね、直売所に野菜を持ち込まれた場

合に場所代を当然ながら取られますわね。それは何％ぐらいを考えておられます。  

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 これにつきましては、交流ステーションの説明会の中で参加者を募って、野菜を販

売される方の中で考えていただくということで、こちらから何％というような提示は
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できないかなと。ただ、やはり運営していく部分でもありますので、そのあたりは皆

さんで決めていただけるというふうに思っております。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 行政はやはりまちおこしといいますかね、町の活性化を主たる考え方に置いていた

だくのがいいかと思いますので、もうけるんじゃなしに、人に聞いたら３割取られる

とかいうようなことを聞いてましたけどね、ちょっと多いんじゃないかと思います。

やはり２割ぐらいでとどめていただいて、町の活性化のほうにちょっとでも寄与して

いただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 結構です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 先ほど診療所の体制について伺ったわけですけども、いわゆる今度、令和３年度に

正職の方が再任用として引き続き勤務いただくということなんですけども、基本的に、

やはり正職は正職で補充いただきたいということでお話をいたしました。 

 これは町長にお聞きしておきたいんですけど、診療所でいいますと、歴史的に以前

は検査技師の方もおられましたけど、退職されてその後補充されてない。それから、

薬剤師は前任の事務長が兼任されていたんですけども、退職されて基本的に正職では

補充できてないという状況の中で、要は、専門職という大変貴重な職員の方が次々と

正職で配置されてないということになってきております。この間のコロナ禍の関係で

いえば、やはり地域で医療や保健の体制を構築していくという意味では大変逆行する

方向だというふうに思っております。 

 そういう点で、先ほどの看護師の正職補充ということと併せて、今後、総合施設の
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整備もこれからされるということですけども、そういう意味での本来正職で配置して

きた技師であるとか薬剤師も含めてですね、それから、保健師の増員もそうですし、

以前から言っておりますように、栄養士、社会福祉士など、計画的にそういった専門

職の方をちゃんと正職で配置していくということが、今後、本当に必要になってくる

というふうに思いますので、その辺の町長のお考えを聞きたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、岡本委員からご質問ありますように、この診療所が果たしている役割というの

は非常に重要になるわけであります。そして、今日のコロナ禍の中で、特にそういっ

たことは大事だというふうに私も認識いたしております。この診療所を施設も含めて

充実させていこうと。今、言われる全て関連してやっていくというのが大事だと、機

能させていくというのが大事であると。これは当然、施設の今後の計画と併せてこの

内容の充実も図っていかなきゃならない、こういうことであります。 

 ところが、待てしばしないというのが現状でありまして、ご案内のとおり、これま

でから和束町の診療所で全部終わるということやなしに、今まで山城病院とも急性期

病院とも連携しながらやっていこうとか、いろんな検討も重ねてまいりました。試行

的にコロナ禍の中でそれも一服というか、こういう状態になりましたけども、それと、

ここで全部ということは取らずに、今、薬剤師の話がありましたが、一つの方法とし

ては、薬局との提携というのはあるだろうというように思いますが、今後、そういっ

た内容については、この施設の充実を含めて今やらなきゃならないというように思っ

ております。 

 それよりもまず先生の確保が大事なんですね。ご案内のとおり、先生もやはり高齢

化してきております。そういう中でどうするか。ご案内のとおり、医師の確保という
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のは大事だと分かっておったかてなかなか大変であるわけです。取りあえず４月から

フォローしていただくといいますか、来ていただくことになっておりますが、３人体

制でいくわけであります。しかしながら、これも所長がいつまでというわけにいきま

せん。後任の確保を努めていくと、まず先生の確保が第一です。 

 そして、今、言われたように、検査技師も確かにあったですけども、こういう中で

は急性期病院と提携することもあり、そして、医者に検査してもらう。例えば、Ｘ線

を撮るとか、そういうことをやってもらったり、ある意味ではそういうことをやらざ

るを得ない状態が今、続いております。そういうことで、まず、第一に医師の確保、

それで体制を整える、そういうことでこれからやっていく。 

 そして、それに併せて施設の充実も考えていかなきゃならんと。これだけじゃなし

に、そういうものを含めて総合的に進めていく重要課題だと。これは重要課題の緊急

の課題の一つに上がっておりますので、これからもこの点についてのご意見、また、

ご指導をいただけたらありがたいなというように思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 もちろん医師の確保というのは特に困難さもありますし、ただ、やはりどうしても

必要な方ですので、京都府も含めて何らかの形で本当にしっかり確保していくという

ことはこちらとしてもよく考えなきゃいけないと思っておりますが、もちろんそれも

しつつですね、やはりこれまで最低でも正職で雇用していたような、新しく配置とい

うよりもですね、それはもちろん必要なんですけども、やはり最低でもこれまで正職

でおられたことがある先ほど言ったような薬剤師も含めてですね、これはしっかりと

確保していくということをぜひ考えていただきたいし、コロナ禍でいわゆるこういう

感染症というのが今回もいつ終わるか分からないということもありますけども、今後
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こういった状況がもっと早くまた次が来るかもしれないという状況もあると思うんで

す。そのときに今の医療崩壊等の話を見ておりますと、結局は、今までは例えばほか

のまちであるとか病院機関にお願いできたものがなかなかお願いできないと。そこで

手いっぱいだという、こういったことはどこでも起こっていると思うんです。そうい

う点では本当に自前でそういった方をしっかりと配置するっていうことがどんな場合

にも安心になるというふうに思いますので、そこはぜひ前向きにお願いしたいという

ふうに思います。 

 次にでね、公共交通の関係で先ほど若干議論がありましたので、関連して私のほう

からもお願いしたいと思います。 

 まず、４２ページの関係です。 

 いわゆる今回、高齢者へのバス利用を促進していくという意味で、バスのカードを

たしか１万円分でしたかね、７０歳の方に敬老の記念品ということも含めて配付され

るということを聞いておりますけども、その辺の狙いであるとか目的、まず説明いた

だきたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 岡本委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 路線バス高齢者利用促進乗車券ということで令和３年度予算８０万円を計上させて

いただいております。昨年、地域公共交通会議の中で住民の方も交えて、やはり元気

なうちにバスに乗る習慣をつけないと、車の運転ができなくなったからバスに乗ると

いうのはなかなか難しいのが現実であるというお話を聞かせていただきました。これ

に併せて、和束町の唯一の公共交通機関でございますので、ちょうど敬老会の際にバ

スの乗降の仕方ということで奈良交通に来ていただきまして、学習会、勉強会をさせ

てもらってきたところでございます。 
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 やはり少しでも元気なうちにバスの利便性を知ってもらおうということで、これま

での敬老記念品に替わりまして、令和３年度は数え年７０歳のみの方になりますが、

約８０人の方にバスを利用していただいて、実際の乗り心地、また今後の利用施策等

ですね、私どもに意見をいただければなということで予算を計上させてもらっている

ものでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 いろいろそういった経過があってこういうことをされるということ自身は今の説明

で分かるんですけども、やはりカードを単に渡すというだけでは、なかなか利用に結

びつかないというふうに思うんですね。といいますのは、前にもずっと公共交通の話

の中で、なぜ利用が進まないのかといったときに、なぜ乗るのか、どこに行くのかと

か、そういう利用目的というのがはっきりしなければ、どんなに便利でも利用しない

わけです。 

 しかも、今の状況でいえば、そんなに便利じゃない。１時間に１本あっていいぐら

いのバスですし、もし、今でも免許を持っておられて、７０歳でもまだまだ多いと思

いますけど、自分で動ける人であればわざわざ乗ろうと思わないわけですね。そうい

う方に１万円分のカードを渡してバスに乗っていただくのであれば、そういう仕掛け

というんですかね、どういう場面でこれを使います、皆さんの行動の中でこういう場

面でこれは使えるんじゃないか、使っていただきたいというようなことも併せて提示

していかないと、単にこれを渡して乗ってくださいね、また乗り心地教えてください

ねっていうぐらいでは置いたままになってしまうということになると思うんですね。

実際に渡してそれを使ってもらう、乗ってもらうという意味での仕掛けというのはど

うお考えなのかというのをお聞きしたいと思うんです。 
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 これは１回きりなんで、数え７０歳で１回配ると。これからずっと７０歳まで配る

ということですけども、要は、その人しか配らないとなりますと、返納者にカードを

渡しますよね。それと変わらなくなっちゃうと思うんです。そういう意味では、もう

少し仕掛けづくりと、そういった今回の１回きりというのがいいのかどうかというこ

とも含めて、その辺、もう少し答弁いただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 地域公共交通会議の中で、当然、令和３年度からこういう事業をやっていくんだと。

岡本委員がおっしゃるように、やはり住民が乗りたいと思わないとなかなか乗れない

と思います。そのあたりは地域公共交通会議の中で委員の皆さんのご意見を聞きなが

ら、乗りたいなと思えるような周知の内容にさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 そこは本当にとにかく具体的にやっていかないと、カードをもらうだけでバスに乗

ろうかというふうにはなっていきませんし、ふだん乗ってない方っていうのは本当に

乗らないわけですから、そういう意味では、どうせやるんであれば工夫していただき

たいというふうに思うんです。 

 ある意味、必ず乗る方って変ですけど、乗ろうと思えば乗れる方、それは高校生だ

と思うんですけどね、学校へ行かないかんわけですから。いわゆる働いている方は、

ある意味、一定の条件さえあれば通勤手当とか出ますから、その負担の分は返ってく

るかもしれないけども、全然返ってこないという意味では高校生などの通学などです
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けども、去年、３分の２のほうに補助は引き上げていただきました。ただ、同時に、

コロナ禍になりまして、逆に休校になったりして、初めの足がすくわれたような感じ

があって、十分、高校生にその部分が生かされているかどうかということは思ってい

るんですけども、実際、２年度の３分の２になってからの利用状況をお聞かせ願いた

い。 

 やはり今、コロナ禍の中で、３分の２になったとしても公共交通を使って通学する

という意味ではですね、高校生にとっても大変大きな負担になっております。その次

に鉄道の部分もありますからね、それも含めて、通学費全体に対して補助をもう少し

高めていく。できたら、人数もそんなに多くはないわけでから、全額補助も含めて検

討いただきたいなというふうに思うんですけども、それも含めて答弁をいただけます

か。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 お答えさせていただきます。 

 奈良交通のバスの定期の補助ですけども、昨年４月から２分の１から３分の２に補

助率を上げさせていただきました。岡本委員がおっしゃるように、４月からコロナの

関係で学校が休校になり、また公共交通機関での感染を恐れられるという保護者がお

られましたので、実績としては２３人の方が定期を購入して利用していただいたとい

う状況でございます。 

 また、新しい年になりますが、これについても、やはり中学３年生の保護者を対象

に私どものほうから通知を出させていただいて、バスを利用してほしいと、定期代の

補助についてはこういう形ですよという案内文書を送らせてもらおうと思っておりま

す。 

 以上です。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 ぜひ、今後の拡充も含めて検討を引き続きお願いしたいというふうに、鉄道の分も

含めて今後検討いただきたいというふうに思います。 

 それでですね、先ほど出ておりましたモビリティの関係とかの分もあるんですけど

も、先ほどの話では、来年度も一定この３月までの試行も踏まえて、何らか使えるよ

うな方向で検討はしていきたいという話がありました。これはこれでせっかくやって

きたことですし、そんなに安くない買物をして２台そろえられているわけですから、

観光用も含めて、一般用でもし使えるんであれば、それはそれで有効利用していただ

きたいとは思うんですけども、ただ、やはりこの間のことも含めて、全体としてそれ

だけで網羅するということはなかなか厳しいということははっきりしたというふうに

思うんです。 

 先ほど言ったように、利用者が多いなというところに集中的に使うとかいうのは考

えられたとしても、町全体としてモビリティだけで奈良交通へのアクセスを補償する

ということは大変厳しいというのが結論ではないかと思っています。 

 そういう意味で、先日、一般質問でもしましたけども、コミュニティバスであると

か、またデマンド型であるとか、そういったものも真剣に令和３年度の中で検討いた

だきたいと思うんです。 

 この前、課長は、トンネルの開通を見越して、３年後ですか、そこを一つにして考

えていきたいと言われていましたけども、もう２０年考えているわけですからね、町

長が初めて就任されたときにＪＲバスの問題が起こって、それ以来の課題です。２０

年ずっとこの問題を議論してきたわけです。ですから、ある意味、議論は十分してき

たと思います。 

 途中で、コミバスの話も導入しようというような意見というか、そういう住民参加
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の懇談会ですか、そういったとこでも出てましたし、あとは本当にどう具体化するか

ということになると思ってます。ですので、３年後とか言わずに、この１年でこのモ

ビリティの話もそうですけども、ここにもしっかりと検討は進めていくというのがこ

の令和３年は大変大事だというふうに思うんですけども、その辺いかがですか。  

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 岡本委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 さきの一般質問でも私、答弁させてもらったように、３年後を見据えてということ

なんで、確かに、岡本委員がおっしゃるように、３年後に始めては遅いと私も思って

おります。ですから、３年後のトンネルの開通に向けて、令和３年、令和４年で何ら

かの研究を進めたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 そこは本当に長年の議論ですから、ぜひ、早急に検討を具体化していただきたいと

いうふうに思います。 

 それで、あと、先ほど言いましたように、コロナ禍の中でこの令和３年度も住民生

活、また子育て支援も含めて支援強化をしていくことは大変大事な年になるというふ

うに思っております。その辺で一つ、今回見直しをされておりますけども、３２ペー

ジの大学生等奨学金の給付についてなんですが、今回、一定、対象を広げていただく

とか、見直しもしていただいているんですけども、その辺の中身について説明いただ

きたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 
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○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 奨学金の支給制度につきましては、平成２６年から和束町に一般の住民の方が寄付

をいただいて、それを活用してこれまで運用させていただきました。令和３年度につ

きましても、住民の皆様からいただいたふるさと納税を活用して、今回、奨学金に充

てさせていただくという方法を取らせていただきます。 

 支給対象でございますが、これまでは高校生、大学生ということで、一定、高校・

大学生に支給をさせてもらっていたんですけども、やはり制度に見直しする中で、こ

の６年間で高校生の支給制度、国も含めまして充実がされております。その関係で、

令和３年度からは大学生と専門学生に限定をして支給をしたいというふうに考えてお

ります。 

 なお、年額につきましては、大学生、専門学生それぞれ１２万円ということで現在

進めているところでございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 といいますと、結局、今度は高校生を外すということなんですね。これは専門学生

自身は当然、国の制度でも入っておりましたので、そこに専門学生だけが抜けていた

ので、そこは合わせるようにしていただきたいということだったんですけども、逆に、

高校生を外してしまうと、もちろん高校生の部分が一定充実されたというふうに言い

ますけども、やはりこれまでやってきた部分でいえば、高校生自身にも引き続きやっ

ていただきたいなと思うんですけど、そうなると、結局そこにまた穴が開いてしまう

という状況もありますので、そこは引き続き高校生の分もやってきたわけですから、

本当の意味での拡充というふうにするためには、そこはもう一度検討いただけないか

なというふうに思っております。 
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 それと、もう一つ町長にお伺いしたいんですけども、それも含めてですけど、やは

り前にも言っておりましたように、コロナ禍の下で、とにかく今、学生の状況という

のは、これまでになく大変厳しい状況が続いております。いわゆるこの４月からの新

年度につきましても、状況によっては大学に行けるかどうか分からないというような

こともまだまだ続いておりますし、経済状況が悪くなっている中で、いわゆる経済的

にも大変追い詰められているということが続いております。この間、どうしても大学

のある地域での食料の提供で、私自身は提供してませんけども、相談に乗ったりとか

ということでのぞいたことはあるんですけども、本当に私たちが思っている以上に厳

しい状況が続いております。 

 これは和束におきましても、ここから通っている学生の皆さんも大学に行けずに自

宅でリモートばかりで学習しているというような状況が続いている方もおられますし、

そこに応援していくということが大変望まれているんじゃないかと思っております。 

 そこで町長にですね、そういう意味ではこの奨学金もそうですけども、学生に一定

支援の枠を広げていただくと。学生を支援する独自の今後の支援策をぜひ今後検討い

ただけないかなと思っているんですけども、その辺の考えはどうでしょうか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 お答えいたします。 

 今、根底といいますか、基に農山村とか、こういうリモートでも働ける。そして、

農山村の魅力というのが非常に認識もされてきているわけであります。そういう中で、

魅力の一つとして、今、岡本委員が言われますように、子育ての環境をどう考えてい

くか、学校へ通う場合にはどうか、リモート、先ほど総務課長の通学の方法も含めて

ですね、運行の環境も含めてこれでよしという段階ではなく、常にどうあったらいい

のかということでこれまでも検討してまいりました。そして、議会で委員の皆さんと
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か議員の皆さんからいただいた意見というのも参考にしながら、どうしていこうかと、

こういうことで今まで臨んできました。 

 ところが、それを全部やっていける体制というのは、一方では財政上も厳しい。経

常経費が非常に増えてきている。そういう中で、できる限りの魅力の感じる、こうい

う子育て環境ですね、高校生も大学生も入れて、そういう環境が整う努力は私はして

いくべきだと思いますので、先ほど課長がいろんな面で検討・研究をしていかなきゃ

ならんと、こういうことでありますので、これからもこういう努力はしてまいりたい

と、このように思っておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 この予算書を見させていただいたら、コロナの感染予防対策、今年はいろいろと国

からの支援なりあって、いろんな対策を取られたわけですが、次年度についてのコロ

ナ感染症対策についてはどのようにお考えなのか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 髙山委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 国のほうから第３次補正で和束町にいただいたお金が８,４００万円ございます。

これにつきましては全て翌年に送るという形の手続をとっております。やはりこの春

から夏にかけて、実際、新型コロナウイルスの感染状況がどういうふうになるのか、

そのあたりを見極めながら、６月補正、または９月補正で８,４００万円の活用先を

検討したいと。 

 現在、各課に総務課から照会をさせていただいておりまして、一定、令和３年度で

組むべき予算の事業内容ということで照会をさせていただいておりますので、よろし
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くご理解をお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 先日、新聞のほうで、湖南市のほうなんですが、図書の消毒機の導入をされたとい

うことがございまして、保育園のほうでも絵本とかいろいろあったりするかと思いま

すし、また、連合の関係になるんですが、教育委員会のほうでも、図書館なり小・中

学校の図書もあろうかと思うんです。そういったところの図書の消毒について検討で

きないかなというふうに思うんですが、そのあたりのお考えはございますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 髙山委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 たしか令和２年の補正予算で保育園のおもちゃの関係の消毒器ですね、これについ

ては導入をさせていただきました。 

 先ほど私がお答えさせていただきましたように、各課からその対策が必要であると

いう要望があれば、先ほどの第３次補正の８,４００万円は使うべきだと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 特に、保育園の方についてはなかなか手洗いの徹底も難しい年齢の方もいらっしゃ

るかと思いますし、そのあたりはぜひ今後検討もしていただけたらありがたいなとい

うふうに思いますし、また、連合のほうにつきましても、そういったことも提案なり

いただけたらありがたいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 
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 次にですね、８０ページの農地台帳システムの保守点検委託で上がっているんです

が、農地台帳についてはどういう形で台帳を作っていかれるのか、そこのあたりを教

えていただけたらと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 農地台帳システムにつきましては、平成５年ぐらいから電算で農地の管理を、農家

さんの所有の管理をしてきたという経過がございます。その後、全国的に有名なメー

カーですけど、そちらのほうのシステムを使いながら、かなりたくさんのシステムが

あるらしいんですけど、京都府は統一した形の中で昨年までやっておりまして、今回

新しく京都府のＧＩＳですか、そのシステムに載せた形の中での農家台帳システムを

導入させていただいておりまして、京都府のサーバーのほうに入っている分を見に行

くというような形で、それの保守点検というような形の金額でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 特に、高齢化が進む中で、担い手ということで後継で引き継いで農業をされている

方とかいらっしゃるかと思うんですね。ですから、そのあたりの台帳の記載、変更と

いうか、そのあたりも随時行われるもんなんですかね。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 農家台帳につきましては、死亡された場合は農地法第３条第１項の中で、相続者、
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農業委員会のほうに報告する義務という形で縛っておりまして、税住民課のほうに死

亡届が出た段階で農業委員会のほうに言ってくださいねというような形で必要書類等

の部分等に記載していただいております。 

 また、システムにつきましては、今回、高収益の事業で、これにつきましてはかな

り農家のほうの収入という形で支援されるというところがございまして、今まで知ら

なかったような状態も全部、今、整備できまして、その台帳の見直しがすごく進んだ

という状況もございますので、制度的にはかなり高くなったのかと。おっしゃったよ

うに、今後はうまいこと運用していきながら、当然そういった異動につきましては届

けの義務はございますので、そのあたりでやっていきたいなというふうに思っており

ます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 今ご答弁いただいたように、昨年の高収益の関係で農家さんが台帳で申請するのに

随分苦労されたというふうに聞いてまして、今の質問をさせていただいたところなん

です。随分それで整理されたということでよろしいですね。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 本来、農地法上はないんですけど、闇小作、家庭勝手小作というような形でやって

いるのにこちらのほうに適正な申請をしていただけてなかった部分がございましたけ

ど、昨年の１１月に整備されたということで、高収益のお金というとおかしいですけ

ども、整備がきちっとできたなのかなというふうに思っております。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ありがとうございます。また、継続して、その管理のほうをよろしくお願いしたい

と思います。 

 次に、８８ページなんですが、有害鳥獣被害対策野菜づくり支援事業補助金とあり

ますが、これについてはどのようなお考えのものなのか教えていただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 これにつきましては、昨年からでしたか、始まったものでございまして、非課税世

帯に対しまして、その野菜を作る周りにサルが入らないといいますか、取らないよう

な柵を一応１０万円までで最高５万円の支給をさせていただいております。それ以外

につきましては２分の１ということで、例えば８万円であれば４万円、１２万円とか

なると最高５万円というような形で支援させていただいているような事業でございま

す。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 今回、野菜の直販所をオープンされるということで、これから野菜農家もいろんな

形で多くの作物を継続して直販所に出荷いただけるような形で、やはりこういう有害

鳥獣からの保護というのは必要になってくるかと思うんですね。そういう意味では、

そのことが直販所の維持継続にも、また、その事業の成功にもつながっていくと思い

ますし、そういう意味では、こういった補助をそういった農家を対象にやっていただ

けないかなと。今の条件よりもう少し広くなるか分かりませんが、対象者を広げてい
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ただいて、なるべく出荷される農家を保護する形のものにならないかなと思うんです

が、いかがですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 今までずっと町内で電柵作業とか柵とかいう形で事業をさせていただいている分に

つきましては、出荷されている農家を対象に行ってきたものでございます。 

 一昨年でしたか、高齢者の方の生きがい対策であって、せっかく家の庭先で野菜を

作ったのにサルにやられたというようなところで何とかならないかという方向で、商

売ではなく自家消費するような野菜畑を何とかならないかというような形での補助金

の形になっておりまして、ほかの出荷者、言わば生産者向けにつきましては、皆さん

も町内でお目にかかると思うんですけど、２メートルぐらいのフェンスを張って電柵

をつけていると。ああいった形の中で、販売されている農家につきましては、そちら

のほうで対応させていただいているということでございますので、よろしくお願いし

ます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 質疑の途中ではありますが、本日の予算特別委員会はこれぐらいにとどめ、延会し

たいと思います。 

 なお、次回の予算特別委員会は、明日１１日午前９時３０分より本議場で開催いた

しますので、ご参集願います。 

 本日はご苦労さまでした。 

午後 ３時５９分 延会 
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